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９月号

《
2
面
へ
つ
づ
く
》

《
６
・
７
面
》

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
日
本
の
中
古
車
が
躍
動

《22 面》

中
古
車
輸
出
は
６
月
ま
で

好
調
が
続
い
て
い
る
。
輸
出

相
手
国
の
中
で
、
最
多
の
輸

出
台
数
と
な
っ
て
い
る
の
が

ロ
シ
ア
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
紙
の
先
月
号

執
筆
中
に
、
ロ
シ
ア
向
け
輸

出
の
規
制
強
化
の
ニ
ュ
ー
ス

が
流
れ
、
そ
の
23
面
で
ロ
シ

ア
向
け
輸
出
に
関
す
る
規
制

の
概
要
等
を
伝
え
た
。

実
際
に
、
８
月
９
日
か
ら

規
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、輸
出
業
者
は
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
ロ
シ
ア
輸

出
を
急
い
で
行
な
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
大
変
だ
っ
た
よ

う
だ
。

で
は
、こ
の
規
制
に
よ
り
、

日
本
の
中
古
車
輸
出
は
、
ど

こ
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を

受
け
た
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
ロ
シ
ア
向
け
車
種
の
相
場

は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

規
制
強
化
後
の
輸
出
状
況
や

相
場
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
動
向
を

探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
ロ
シ
ア
以
外
に
気
に
な

る
輸
出
先
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
。
ま
た
、
足
元
の
国
内
の

新
車
販
売
や
納
期
の
状
況
等

を
確
認
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
中
古
車
市
場
を
見
通
す
こ

と
と
す
る
。

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
が
代
替
の
成
否
を
分
け
る

【
上
の
画
像
】
規
制
強
化
を
前
に

駆
け
込
み
輸
出
が
発
生

（
７
月
末
に
富
山
で
撮
影
）
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ロシア側規制変化 日本側規制変化
・法人名義輸入に係る廃車税（リサイクル税）の大
幅引き上げ

・排気量が大きいほど高額
・８月１日に開始
・個人名義輸入の場合は、以下条件をクリアすれば
引き上げの対象外
年１台、購入後１年以内に転売しない、排気 3000cc
以下

・従来は税別 600 万円超の自動車の輸出を禁止
・排気量が 1900cc 超のガソリン車とディーゼル車、
ハイブリッド車、プラグインハイブリッド車、電気
自動車を輸出禁止に追加

・８月９日に開始

ロシアに多く輸出されている車種の内容 平均落札価格 ( 千円 ) と変化率
ロシアに

行く・行かない 車種 型式 グレード 輸出台数が多い年式 他の仕向国 相場確認 7/17 まで
1 ヵ月（A)

7/18 ～
8/22(B)

変化率
A/B

８月 23 ～
8/25(C)

変化率
C/B

× ﾗﾝﾄ ｸ゙ﾙｰｻﾞー ﾌ ﾗ゚ﾄﾞ 5D TRJ150W TX_L ﾊ ｯ゚ｹｰｼﾞ 2018 ～ 2020 パキスタン、ケニア、バングラデシュ 2020 のみ下落 3,940.9 3,853.8 -2.2% 4,048.2 5.0%
× ﾗﾝﾄ ｸ゙ﾙｰｻﾞー ﾌ ﾗ゚ﾄﾞ 5D TRJ150W TX 2018 ～ 2020 パキスタン、タンザニア 全般に下落 3,325.4 3,090.5 -7.1% 2,918.8 -5.6%
× ｶﾛｰﾗﾌｨｰﾙﾀﾞー ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ NKE165G ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ 2018 ～ 2019 バングラデシュ 2018 は影響なし。2019 は下落 717.0 659.4 -8.0% 630.2 -4.4%
○ ｳｨｯｼｭ ZGE20W 1.8S 2009 ～ 2013 チリ 6 月初をピークに下落後、上昇 399.1 343.8 -13.9% 380.0 10.5%
× ﾉ ﾄー e ﾊ ﾜ゚ｰ HE12 e ﾊ ﾜ゚ｰ X 2018 ～ 2019 キプロス 7/18 週は下落。後、横ばい。出品減 741.2 697.0 -6.0% 713.1 2.3%
○ ﾌﾘ ﾄーﾞ GB3 G ｼ ｬ゙ｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ 2010 ～ 2012 タンザニア 7/31 週まで下落後、上昇 196.9 152.3 -22.7% 197.8 29.9%
× ﾌﾘ ﾄー ﾊ゙ｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ GP3 ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄ ｼ゙ ｬ゙ｽﾄｾﾚｸｼｮﾝ 2012 ～ 2014 ほぼ無し 7 月初をピークに価格水準低下、成約率が低い 388.6 353.0 -9.2% 328.4 -7.0%
○ ｳ ｨ゙ｯﾂ 5D KSP130 F 2018 ～ 2019 キプロス 18 年と 19 年とも、4 週前を底に上昇 501.4 456.1 -9.0% 524.3 15.0%
× C-HR ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ ZYX10 G 2017 ～ 2019 バングラデシュ 特に 18 年と 19 年が下落 1,521.9 1,485.9 -2.4% 1,459.8 -1.8%
× ﾌｨｯﾄｼｬﾄﾙﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ GP2 ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ･ ｽﾏ ﾄーｾﾚｸｼｮﾝ 2011 ～ 2013 ほぼ無し 6 末から 7 初ピーク。成約率も低下 265.5 202.0 -23.9% 181.6 -10.1%
× ｱｸｱ NHP10 S 2018 ～ 2019 キプロス、NZ、バングラデシュ 7/24 週を底に上昇。他国の影響と見られる 685.0 618.3 -9.7% 638.7 3.3%
× ｳ ｫ゙ｸｼｰﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ ZWR80G ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ V 2014 ～ 2015 ほぼ無し 当初は下がらず。その後下落 1,015.1 986.3 -2.8% 909.7 -7.8%

× ﾊﾘｱｰ ZSU60W ﾌ ﾚ゚ﾐｱﾑ 2018 ～ 2020 マレーシア、バングラデシュ 7/17 週に価格、成約率とも下落。
2018 は軽微。バングラの影響大 2,211.3 2,005.0 -9.3% 2,010.5 0.3%

× ｳ ｪ゙ｾ ﾙ゙ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ RU3 ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ Z 2014 ～ 2015 ガイアナ 7/17 週に下落（2014） 1,007.2 906.9 -10.0% 910.0 0.3%
○ ﾚｳ ｫ゙ｰｸﾞ VM4 1.6GT-S ｱｲｻｲﾄ 2014 ～ 2016 ほぼ無し 7/17 週は下落したが、その後は横ばい、再上昇 914.2 831.4 -9.1% 874.4 5.2%
○ ｼｴﾝﾀ NSP170G G 2015 ～ 2020 ほぼ無し 横ばい後、上昇 799.8 774.8 -3.1% 963.3 24.3%

中
古
車
輸
出
合
計
は
好
調

最
初
に
、
今
年
前
半
の
中

古
車
輸
出
台
数
を
振
り
返
っ

て
お
こ
う
。
左
の
図
で
23
年

の
実
績
は
１
月
〜
６
月
の
輸

出
台
数
を
２
倍
し
て
グ
ラ
フ

化
し
た
。
今
年
の
輸
出
台
数

は
好
調
に
推
移
し
て
お
り
、

財
務
省
の
貿
易
統
計
で
暦
年

の
中
古
車
輸
出
台
数
が
わ
か

る
２
０
０
２
年
以
降
で
、
最

多
と
な
る
勢
い
で
あ
る
。

過
去
の
ロ
シ
ア
向
け
輸
出

は
08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
ロ
シ
ア
の
関
税
引
き

上
げ
、
14
年
の
ロ
シ
ア
の
ク

リ
ミ
ア
侵
攻
後
の
制
裁
が
影

響
し
た
。
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
後
の
制
裁
は
、
こ
れ

ま
で
、
中
古
車
輸
出
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
こ
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
制
裁
拡
大
に

よ
り
、
輸
出
禁
止
車
種
は
大

幅
に
拡
大
し
た
。

以
下
で
、
制
裁
拡
大
に
よ

る
中
古
車
相
場
へ
の
影
響
を

見
て
い
く
。

規
制
の
内
容

先
月
号
で
も
伝
え
た
が
、

今
年
の
８
月
以
降
の
日
本
と

ロ
シ
ア
の
規
制
変
更
は
日
本

の
中
古
車
輸
出
に
抑
制
的
に

働
く
と
見
ら
れ
る
。
下
の
表

に
改
め
て
整
理
し
た
の
で
確

認
し
て
欲
し
い
。

ロ
シ
ア
側
の
規
制
変
化

は
、
現
在
の
日
本
の
中
古
車

輸
出
が
多
い
部
分
は
対
象
外

と
な
っ
て
お
り
、
影
響
は
小

さ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
が
、
実
際
に
、
駆
け
込

み
輸
出
は
発
生
し
た
模
様
で

あ
り
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。

輸
出
が
続
く
か
否
か

２
面
下
に
、
先
月
号
で
掲

図１  日本の中古車輸出台数推移

図２  ルーブル円相場

パ
キ
ス
タ
ン
動
向
、
ス
リ
ラ
ン
カ
動
向

ロ
シ
ア
以
外
に
、
注
目
の
輸
出
仕
向

国
の
動
向
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

貿
易
統
計
で
は
、
5
月
か
ら
パ
キ
ス

タ
ン
向
け
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
が
、

Ａ
Ａ
結
果
か
ら
は
4
月
に
取
引
増
加
が

始
ま
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
れ
は
昨
年
、
実
施
さ
れ
た
調
整
関

税
が
、
３
月
に
終
了
し
た
こ
と
が
大
き

い
が
、
足
元
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
向
け
輸

出
の
拡
大
は
、
7
月
か
ら
新
し
い
会
計

年
度
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
パ
キ

ス
タ
ン
向
け
輸
出
業
者
に
と
っ
て
は
、

バ
ジ
ェ
ッ
ト
の
年
度
が
一
つ
の
区
切
り

で
あ
り
、
そ
の
単
位
（
７
月
〜
翌
年
６

月
）
で
行
動
が
変
わ
る
た
め
で
あ
る
。

実
は
、
新
年
度
の
バ
ジ
ェ
ッ
ト
で
は

１
３
０
０
〜
１
８
０
０
Ｃ
Ｃ
の
関
税
上

限
が
撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
排
気
量

で
の
関
税
引
き
上
げ
観
測
が
見
ら
れ

る
。一

方
で
、
Ｈ
Ｖ
車
は
低
関
税
が
継
続

し
て
お
り
、
低
排
気
量
、
Ｈ
Ｖ
車
は
、

輸
出
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
足

元
の
状
況
を
見
る
と
、
と
く
に
エ
ブ

リ
ィ
の
輸
出
が
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

ス
リ
ラ
ン
カ
も
多
少
の
状
況
の
変
化

が
あ
っ
た
の
で
触
れ
て
お
く
。
ス
リ
ラ

ン
カ
は
外
貨
準
備
不
足
か
ら
長
く
自
動

車
の
輸
入
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
が
、

8
月
14
日
に
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
入

を
再
開
し
た
。乗
用
車
は
対
象
外
だ
が
、

今
年
の
4
月
以
降
、外
貨
準
備
の
改
善
、

自
動
車
以
外
の
輸
入
開
始
の
動
き
が
あ

り
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

載
し
た
一
覧
表
に
足
元
の
相

場
動
向
を
追
加
し
て
掲
載
し

た
。
ロ
シ
ア
向
け
輸
出
の
多

か
っ
た
50
車
種
・
グ
レ
ー
ド

日本の中古車輸出台数推移

ヴォクシーハイブリッド   2014-2015

NZ：ニュージーランド

ロ
シ
ア
向
け
輸
出
の
変
化

規
制
拡
大
後
の
相
場
動
向

３面中央の価格変化率は、下段
表を含む 50 車種・グレードで確
認した。詳細はＱＲコード先ファ
イルを参照のこと 

ポ
イ
ン
ト
１
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国内唯一のトラック専門オークション

新規会員募集中！　詳細は各会場にお問い合わせください

7/18 前後の価格変化率 7/18 の報道後と
8/23 ～ 25 の価格変化率

ロシア輸出が続く車種 -7.9% +7.9%
ロシア輸出の禁止車種 -6.7% -0.8%

図 3  ランドクルーザープラド TRJ150W  TX_L_2019 製造車

図 4  ランドクルーザープラド TRJ150W  TX_2019 製造車

図 5  国産車の年式別 AA 平均価格

規制強化後にロシア向け輸出の多い車種
車種 型式 製造年
フリード GB3,GB4 2010 ～ 2012
フリード GB5 2019
フィット GK4,GK3 2019
フィット GR1 2020
ステップワゴン RP1 2015 ～ 2020
ステップワゴンスパーダ RP3 2015 ～ 2020
ヴィッツ５D KSP130,NSP135,NSP130 2019
ヴェゼル RU1 2014 ～ 2020
カローラフィールダー NRE161,NZE164 2019
Ｃ－ＨＲ NGX10,NGX50 2018 ～ 2020
ノート E12 2019
ウィッシュ ZGE20,ZGE25 2010 ～ 2012
パッソ M700A 2018 ～ 2019
シエンタ NSP170 2018 ～ 2020
レヴォーグ VM4 2014 ～ 2016
タンク M900A 2018 ～ 2019
フリードスパイク GB3 2012
ライズ A200A 2020

に
つ
い
て
精
査
し
た
の
で
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
先
の
フ
ァ
イ
ル

で
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

車
種
ご
と
の
平
均
価
格
は

３
つ
の
期
間
で
計
算
し
た
。

最
初
に
ロ
シ
ア
向
け
輸
出
の

規
制
拡
大
の
報
道
が
あ
っ
た

７
月
18
日
よ
り
前
と
そ
の

後
。
そ
し
て
夏
休
み
後
に
Ａ

Ａ
が
本
格
化
し
た
８
月
23
〜

25
日
で
あ
る
。

今
後
も
ロ
シ
ア
向
け
に
輸

出
さ
れ
る
か
否
か
で
、
期
間

を
分
け
て
、
価
格
の
変
化
率

の
単
純
平
均
を
計
算
し
た
も

の
が
下
の
表
で
あ
る
。

規
制
拡
大
の
報
道
以
降
、

夏
休
み
ま
で
の
間
は
、
ロ
シ

ア
向
け
輸
出
が
継
続
す
る
か

否
か
に
関
係
な
く
、
相
場
は

下
落
し
た
。
報
道
に
よ
り
慎

重
に
な
っ
た
り
、
ま
た
、
輸

出
禁
止
拡
大
を
目
前
に
し
て

出
荷
優
先
と
な
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

た
だ
し
、
夏
休
み
後
は
相

場
の
方
向
性
の
違
い
が
明
確

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ロ
シ
ア

へ
の
輸
出
が
続
く
車
は
平
均

的
に
は
相
場
が
回
復
し
、
ロ

シ
ア
へ
の
輸
出
が
禁
止
と

な
っ
た
車
は
平
均
的
に
は
相

場
下
落
が
続
い
て
い
る
。
一

覧
表
の
中
で
、
７
月
17
日
以

前
と
夏
休
み
後
を
比
べ
て
、

相
場
が
最
も
上
昇
し
た
の
は

シ
エ
ン
タ
（
Ｎ
Ｓ
Ｐ
１
７
０

Ｇ
）、
最
も
下
落
し
た
の
が

ヴ
ォ
ク
シ
ー
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

（
Ｚ
Ｗ
Ｒ
80
Ｇ
）
だ
（
50
万

円
以
上
の
車
種
）。

他
の
輸
出
先
が
あ
る
か
否
か

今
回
の
相
場
へ
の
影
響
を

見
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

が
も
う
一
つ
あ
る
。
ロ
シ
ア

に
は
行
か
な
く
な
っ
た
車
で

も
、
そ
の
他
に
行
く
国
は
あ

る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

細
か
な
話
に
な
る
の
で
、

具
体
例
を
見
て
い
た
だ
こ

う
。

年
式
・
グ
レ
ー
ド
に
よ
り

ロ
シ
ア
以
外
に
も
行
く

図
３
と
図
４
は
、
ラ
ン
ド

ク
ル
ー
ザ
ー
プ
ラ
ド
、
Ｔ
Ｒ

Ｊ
１
５
０
Ｗ
の
19
年
製
造
車

の
相
場
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
、
グ
レ
ー
ド
が
Ｔ
Ｘ-

Ｌ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
Ｔ
Ｘ
な
の
だ

が
、
相
場
の
下
落
の
角
度
が

違
う
。

ロ
シ
ア
は
Ｔ
Ｘ-

Ｌ
も
Ｔ

Ｘ
も
輸
入
し
て
い
た
が
、
Ｔ

Ｘ
は
ほ
ぼ
ロ
シ
ア
の
み
が
輸

入
、
一
方
で
Ｔ
Ｘ-

Ｌ
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
等
、
も
う
少

し
輸
出
先
に
広
が
り
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
グ
レ
ー
ド

に
よ
る
違
い
は
見
て
お
い
た

方
が
良
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
図
を
示
さ
な
い

が
、
も
う
一
例
挙
げ
る
。
カ

ロ
ー
ラ
フ
ィ
ル
ダ
ー
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
Ｎ
Ｋ
Ｅ
１
６
５

Ｇ
、
グ
レ
ー
ド
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
は
18
年
製
造
車
の
相
場
は

下
落
し
て
い
な
い
。

一
方
、
19
年
製
造
車
の
相

場
は
大
き
く
下
落
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
18
年
製
造
車

で
あ
れ
ば
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
が
影
響

し
て
価
格
が
保
っ
て
い
る
と

見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、

車
種
や
型
式
だ
け
で
あ
れ

ば
、同
じ
よ
う
に
見
え
て
も
、

グ
レ
ー
ド
、
年
式
に
よ
り
輸

出
さ
れ
る
年
式
や
他
国
に
行

く
か
行
か
な
い
か
の
細
か
な

違
い
が
あ
り
、相
場
が
保
つ
、

保
た
な
い
に
つ
な
が
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
よ
う
だ
。

ロ
シ
ア
に
は
、
幅
広
い
グ

レ
ー
ド
・
年
式
が
輸
出
さ
れ

て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
向
け
輸

出
が
無
く
な
っ
た
車
種
は
、

そ
の
環
境
が
変
わ
っ
た
。
ロ

シ
ア
に
行
か
な
く
な
っ
て

も
、
他
の
国
に
行
く
年
式
・

グ
レ
ー
ド
は
何
か
を
、
細
か

く
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
。

そ
う
す
れ
ば
、
大
け
が
を
し

な
い
可
能
性
が
高
ま
る
。

さ
ら
に
今
後
を
見
通
せ

ば
、
従
来
、
人
気
の
あ
っ
た

車
種
へ
の
需
要
が
シ
フ
ト
し

て
、
今
後
、
ロ
シ
ア
向
け
輸

出
が
増
え
る
車
は
あ
る
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
も
ポ
イ

ン
ト
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
２
面

の
一
覧
表
で
あ
る
が
、
一
番

左
の
表
で
、
編
集
部
が
確
認

し
た
、
８
月
７
日
以
降
の
ロ

シ
ア
向
け
輸
出
車
種
・
型
式

を
示
し
て
お
く
。

こ
こ
ま
で
、
ロ
シ
ア
向
け

輸
出
の
規
制
強
化
の
影
響
を

見
て
き
た
。
ま
だ
、
規
制
強

化
か
ら
日
が
浅
く
、
今
後
の

動
向
に
は
注
意
が
必
要
だ
。

大
け
が
を
し
な
い
た
め
に

は
、
個
別
車
種
に
つ
い
て
の

輸
出
事
情
の
把
握
が
必
要
で

あ
り
、
当
社
サ
ー
ビ
ス
の
中

古
車
輸
出
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
の
情

報
を
確
認
し
て
欲
し
い
。

最
後
に
、
中
古
車
市
場
全

体
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。

24
面
も
参
照
し
て
欲
し
い

が
、
Ａ
Ａ
で
は
出
品
台
数
は

引
き
続
き
多
く
、
成
約
率
は

盛
り
上
が
っ
て
は
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
認
識
で
あ

る
。
た
だ
し
相
場
状
況
は
図

５
に
示
す
通
り
、
大
き
く
は

下
落
し
て
い
な
い
。
７
月
以

降
も
と
く
に
１
〜
２
年
落
ち

の
価
格
は
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
。

背
景
と
な
る
新
車
の
販
売

状
況
を
見
る
と
、
新
車
登
録

台
数
は
過
去
３
年
に
比
べ
て

多
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

相
場
全
体
が
上
昇
す
る
状
況

で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
引

き
続
き
持
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
ト
ヨ
タ
の
生
産

や
輸
出
の
状
況
を
見
る
と
、

輸
出
台
数
も
多
く
、
今
年
の

２
〜
３
月
に
見
ら
れ
た
よ
う

な
国
内
販
売
を
重
視
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
。
こ
れ
を

反
映
し
て
、
ト
ヨ
タ
車
の
納

期
の
状
況
を
確
認
し
て
み
る

と
、
４
月
頃
の
状
況
に
比
べ

て
、
顕
著
に
改
善
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
よ
う
だ
。
オ
ー

ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
の
車
種
も
多

く
、
オ
ー
ダ
ー
し
て
も
数
ヵ

月
待
ち
の
状
況
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

こ
れ
は
、
長
期
に
納
車
を

待
っ
て
い
る
人
が
入
れ
替

わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の

人
数
は
大
き
く
は
減
っ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
の
よ
う
で

あ
る
。

本
紙
が
読
み
違
え
て
い
た

と
し
た
ら
こ
の
点
か
も
知
れ

な
い
。
新
車
が
欲
し
く
て
も

手
に
入
ら
な
い
人
は
常
に
一

定
数
い
る
の
で
、
と
く
に
高

年
式
の
価
格
が
下
が
り
に
く

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

今
後
、
新
車
の
納
期
が
短

期
で
改
善
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
く
、
高
年
式
の
相
場
は

堅
調
。
一
方
で
、
新
車
販
売

台
数
が
多
い
状
況
が
続
け

ば
、
買
い
替
え
の
多
い
５
年

落
ち
以
上
の
相
場
が
軟
調
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
見
て

い
る
。

年
式
、
グ
レ
ー
ド
、

　
　
　

他
の
国
に
行
く
か
を
細
か
く
見
る

ま
と
め

中
古
車
相
場
見
通
し

ポ
イ
ン
ト
２
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神奈川県小田原市成田 1042
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ﾄﾖﾀ　ｱﾙﾌｧ ﾄーﾞ　AGH30W　＜ 3 年落ち＞ﾆｯｻﾝ　ｾﾚﾅ　GFC27　＜ 5 年落ち＞ﾄﾖﾀ　ﾗﾝﾄ ｸ゙ﾙｰｻﾞー ﾌ ﾗ゚ﾄﾞ 5D　TRJ150W　＜ 5 年落ち＞

ﾄﾖﾀ　ﾗﾝﾄ ｸ゙ﾙｰｻﾞー 　URJ202W　＜ 5 年落ち＞ﾄﾖﾀ　ｱｸｱ　NHP10　＜ 5 年落ち＞ﾄﾖﾀ　ﾊﾘｱｰ　ZSU60W　＜ 5 年落ち＞

ﾄﾖﾀ　ﾌ ﾘ゚ｳｽ　ZVW30　＜ 11 年落ち＞

ﾄﾖﾀ　ﾗｲｽﾞ　A200A　＜ 3 年落ち＞

ﾎﾝﾀﾞ　ｽﾃｯﾌ ﾜ゚ｺ ﾝ゙ｽﾊﾟー ﾀﾞ　RP3　＜ 5 年落ち＞

ﾄﾖﾀ　ｶﾛｰﾗﾌｨｰﾙﾀﾞー ﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ　NKE165G　＜ 4 年落ち＞

ﾀ ｲ゙ﾊﾂ　ﾐﾗｲｰｽ　LA350S　＜ 3 年落ち＞

ﾎﾝﾀﾞ　ﾌｨｯﾄｼｬﾄﾙﾊｲﾌ ﾘ゙ｯﾄﾞ　GP2　＜ 11 年落ち＞

＜ 相場短観 ＞＜ 相場短観 ＞＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞＜ 相場短観 ＞＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 相場短観 ＞

＜ 中古車指数 ＞＜ 中古車指数 ＞＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞＜ 中古車指数 ＞＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

＜ 中古車指数 ＞

今回はグレード TX を指数化
した。TX_L パッケージに比
べてロシア以外への輸出が
少なく、相場も弱い。相場
のけん引と
なる国がな
く、緩やか
な下落が続
くと見込む

ロシア、マレーシア、パキス
タンが主な輸出先。ロシア向
け輸出禁止対象だが、相場は
横ばい推移。ロシア向けはス
トップしても、
パ キスタン、
マレーシア需
要はあり、横
ばいか

ロシア向け輸出の停止はマイ
ナス材料と見ていたが、相場
は大きくは下落していない。
流通量が多くロシアの影響が
軽微なのかもしれない。ただ
し相場を押し
上 げ る 力 は
なく、横ばい
か

ロシア向け輸出の禁止に伴い、
相場は大きく下落した。マレー
シアに行く車ではあるが、カ
バーできなかったようだ。方
向 性 は 見
極めづらい
が、しばら
くは低位か

ロシア向けの輸出台数は多
かったが、相場への目立った
影響はない。輸出の変動が影
響しないくらい台数が多いた
めであろう。低年式であり、
全体の相場
動向に従っ
た動きを見
込む

ロシア向け輸出が多く、今回
の規制対象にもなっていない。
足元も堅調だが、禁止車種か
らの需要のシフトが見込まれ、
相場は上昇傾向が継続するの
ではない
か

輸出面ではマレーシアとロシ
アが多い。ロシア向け輸出の
禁止対象ではなく、マレーシ
ア向け輸出も堅調が見込まれ
る。相場上昇継続か。指数は
100 を 超
えており
年初より
も高水準

ロシアの他、バングラデシュ
にも輸出される車種だが、
そちらはほとんどが５年落
ち。５年落ちの価格が維持
される一方で、４年落ちの
下落が大き
く取り上げ
た。弱含み

パキスタン向け輸出復活に伴
う相場上昇車種の代表格。パ
キスタンは新年度に入り、引
き続き低排気量の車の関税が
少ない。パキスタン向け輸出
に異変がな
ければ、相
場上昇継続
か

ロシア向け輸出の多い車。ハ
イブリッドのため輸出禁止対
象。足元では下落した。ただ
し低年式なので、20 万円前
後での話ではある。

2023 6 月→ 7 月 3.5% ▲

2023 6 月→ 7 月 -1.2% ▼

2023 6 月→ 7 月 -1.4% ▼

2023 6 月→ 7 月 5.5% ▲2023 6 月→ 7 月 1.3% ▲

2023 6 月→ 7 月 -1.9% ▼

2023 6 月→ 7 月 2.0% ▲

2023 6 月→ 7 月 -8.5% ▼

2023 6 月→ 7 月 1.2% ▲

2023 6 月→ 7 月 -4.7% ▼

2023 6 月→ 7 月 10.4% ▲

2023 6 月→ 7 月 -18.1% ▼

マレーシア向け輸出の好不調
が価格に反映。2 月まで上昇、
5 月まで下落後、上昇継続中。
マレーシアの需要は強く輸送
能力次第。輸出需要の強さか
ら、緩やか
ながらも上
昇 が 見 込
まれる

昨年 9 月をピークに 4 月まで
大幅に下落。その後、相場全
体の回復に合わせ上昇。輸出
規制強化により禁止対象とな
り、７月下旬に下落に転じた。
ロシア以外
への輸出は
少なく軟 調
が続こう

毎月お届しているＵｃａｒ指数を、今月も個別車種で計算して紹介する。
Ｕｃａｒ指数は中古車価格の本当の動向を把握するために開発した指数である。考え方は６月号を見ていただきたい。
今月は、基準日を今年初めの 2023 年 1 月 6 日週とし、その時点の指数を 100 とした。
グラフで方向性がわかり、また、指数が 100 を上回っていれば今年の年初より高く、100 を下回っていれば年初より低いことがわかる。
なお、グラフの最終は 8 月 11 日までの 1 週間の値である。

Ｕｃａｒ指数による個別車種の相場動向

8 月11日

8 月11日8 月11日

8 月11日

8 月11日8 月11日

8 月11日

8 月11日

8 月11日 8 月11日8 月11日
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レ
ポ
ー
ト

負
傷
兵
の
搬
送
、
食
料
・
薬
品
の
前
線
輸
送
な
ど

ロ
シ
ア
へ
の
中
古
車
輸
出
に
関
し
て
、
つ
い
に
日
本
政
府
は
８
月
か
ら
実
質
的
な
制
裁
に
踏
み
切
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
側
で
も
中
古

車
輸
入
に
対
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
大
幅
な
値
上
げ
を
導
入
。
同
時
に
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
国
向
け
輸
出
台
数
は
大
幅
な

減
少
が
予
想
さ
れ
る
。

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
つ
い
て
だ
が
、
昨
年
２
月
の
ロ
シ
ア
侵
略
以
降
、
日
本
か
ら
の
輸
出
が
一
時
的
に
停
止
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今

年
２
月
か
ら
わ
ず
か
な
台
数
だ
が
再
開
さ
れ
、
７
月
時
点
で
す
で
に
通
年
で
の
過
去
最
高
記
録
を
更
新
し
て
い
る
。

誰
が
ど
の
よ
う
な
事
情
で
輸
出
し
て
い
る
の
か
―
―
。
筆
者
が
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
関
西
在
住
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
国
際
政
治
学
者
グ

レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
さ
ん
（
35
）
が
、
母
国
支
援
の
た
め
に
輸
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
回
、
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協

会
を
通
じ
て
取
材
を
申
し
入
れ
、
詳
し
い
事
情
を
聞
い
て
み
た
。

戦
時
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
日
本
の
中
古
車
が
躍
動

日
本
の
中
古
車
は
ロ
シ
ア

狙
撃
兵
を
惑
わ
す

グ
レ
ン
コ
さ
ん
自
身
は
、

国
際
政
治
学
者
で
あ
り
、
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
中
古
車

輸
出
に
携
わ
っ
た
こ
と
は
な

い
。
な
ぜ
今
回
、
中
古
車
を

輸
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。
ま
ず
そ
の
点
か
ら
聞
い

て
み
た
。

「
き
っ
か
け
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
住
む
親
戚
か
ら
の
連
絡

だ
っ
た
」
と
言
う
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
を
支
援
す
る
、
現
地

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
交

流
が
あ
っ
た
親
戚
は
、
そ
の

団
体
か
ら
「
日
本
の
車
両
は

非
常
に
性
能
が
良
く
、
軍
で

も
評
価
が
高
い
。
ぜ
ひ
送
っ

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
相
談

を
受
け
た
こ
と
を
伝
え
た
。

グ
レ
ン
コ
さ
ん
は
「
車
両

は
戦
争
に
お
い
て
、
武
器
の

次
に
重
要
な
物
資
に
な
る
。

武
器
を
送
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
民
間
人
に
で
き
る
最

大
限
の
支
援
に
な
る
」
と
判

断
し
、
協
力
を
決
め
た
。

そ
の
団
体
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

政
府
が
公
認
し
て
お
り
、
中

古
車
を
関
税
免
除
で
送
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た

同
国
は
、
基
本
的
に
左
ハ
ン

ド
ル
の
国
だ
が
、
こ
れ
ま
で

明
確
な
定
め
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
昨
年
、
あ
く

ま
で
も
緊
急
時
の
対
応
と
し

て
、
右
ハ
ン
ド
ル
車
の
輸
入

を
正
式
に
認
め
て
い
る
。

戦
時
下
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
兵
の
移

動
や
負
傷
兵

の
搬
送
、
さ

ら
に
民
間
人

の
避
難
な

ど
で
車
は
必

須
。
と
く
に

日
本
の
中
古

車
だ
と
、
ロ

シ
ア
に
攻
撃

さ
れ
て
悪
路

と
化
し
た
道

を
走
行
す
る

に
は
最
適
と

の
こ
と
。

ま
た
前
線

を
走
行
す
る

際
、
ロ
シ
ア

の
狙
撃
兵
に

狙
わ
れ
る
危

険
性
を
孕
ん

で
い
る
が
、

日
本
の
中
古

車
は
右
ハ
ン
ド
ル

で
運
転
席
が
逆
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

狙
撃
兵
を
惑
わ
す

意
外
な
効
果
も
あ

る
そ
う
だ
。

協
力
を
決
断

し
、
即
行
動
を
開

始
し
た
グ
レ
ン
コ

さ
ん
だ
っ
た
が
、

ど
う
や
っ
て
中
古

車
を
買
い
付
け

て
、
ど
の
よ
う
に

輸
出
し
た
ら
良
い

か
皆
目
見
当
が
つ

か
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
あ
ら
ゆ
る

伝
手
（
つ
て
）
を

通
じ
て
、
神
戸
で

中
古
車
輸
出
業
を

営
む
同
郷
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
に
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
輸
出
業
者

に
予
算
を
伝
え
、
４
駆
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
買
い
付
け

と
輸
出
手
配
を
依
頼
し
、
第

一
弾
と
し
て
３
台
を
確
保
。

そ
れ
を
40
㌳
コ
ン
テ
ナ
に
バ

ン
ニ
ン
グ
し
て
２
月
24
日
に

神
戸
港
を
出
発
。
そ
の
後
、

３
ヵ
月
を
要
し
、
５
月
中
旬

に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
無
事
引

き
渡
さ
れ
た
。

記
念
す
べ
き
第
一
号
車

（
画
像
①
参
照
）
は
、パ
ジ
ェ

ロ
・
エ
ク
シ
ー
ド
（
Ｖ
78
Ｗ

系
）
の
４
駆
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
で
現
在
、
東
部
前
線
の
ド

ネ
ツ
ク
州
で
活
躍
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
。

想
定
外
の
輸
送
長
期
化

８
月
以
降
は
若
干
ダ
ウ
ン

今
年
２
月
か
ら
７
月
ま
で

に
計
６
回
（
月
１
回
の
ペ
ー

ス
）、
台
数
に
し
て
18
台
の

中
古
車
が
、
グ
レ
ン
コ
さ
ん

に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
輸

出
さ
れ
た
。

財
務
省
貿
易
統
計
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
通
年
で
最
も

多
か
っ
た
の
が
19
年
の
17
台

な
の
で
、
こ
の
時
点
で
過
去

最
高
を
更
新
し
て
い
る
。
現

在
も
第
７
弾
と
し
て
、
す
で

に
車
両
を
確
保
。
９
月
上
旬

に
は
出
航
予
定
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
で
第
一
、
第
二
弾

は
グ
レ
ン
コ
さ
ん
の
自
己
資

金
で
、
第
３
弾
以
降
は
寄
付

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
陸
揚
げ
さ
れ
る
現
地

の
港
ま
で
の
費
用
一
切
は
日

本
側
の
負
担
で
、
港
か
ら
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
に
引
き
渡
す
ま

で
の
費
用
は
、
現
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
負
担
し
て

い
る
。

両
者
と
も
に
現
状
、
寄
付

が
追
い
付
か
ず
、
当
面
は
若

干
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
（
２
ヵ
月

に
１
回
）
を
余
儀
な
く
さ
れ

そ
う
だ
。

ま
た
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
す
る

理
由
と
し
て
は
、
３
ヵ
月
に

も
お
よ
ぶ
輸
送
期
間
の
長
期

化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
来
、

理
想
的
な
ル
ー
ト
は
黒
海
を

経
由
し
て
直
接
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
南
部
の
オ
デ
ー
サ
港
に
陸

揚
げ
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
周

知
の
通
り
、こ
の
港
は
現
在
、

ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
に
さ
ら
さ

れ
て
い
て
、リ
ス
ク
が
高
い
。

そ
こ
で
遠
回
り
に
な
っ
て

も
、
バ
ル
ト
海
経
由
で
沿
岸

国
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
タ
ニ
ス

ク
港
や
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ク

ラ
イ
ペ
ダ
港
で
陸
揚
し
、
そ

の
後
、
陸
路
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
ど
う
し
て
も
輸
送

期
間
が
長
期
化
し
て
し
ま
う

よ
う
だ
。

さ
ら
に
想
定
外
だ
っ
た
の

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
グ
タ
ニ

ス
ク
港
か
ら
同
国
内
へ
輸
送
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Ｖｏｌ.124
す
る
に
あ
た
り
、
当
初
は
現

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ス

タ
ッ
フ
が
自
走
で
移
動
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
自
走
で
の

輸
送
が
許
可
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ー
で
陸
送
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明

し
、
慌
て
て
陸
送
会
社
に
手

配
し
た
が
、
そ
の
手
間
と
コ

ス
ト
も
想
定
外
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に

や
っ
て
み
る
と
想
定
外
の
こ

と
が
発
生
し
、
現
在
は
止
む

無
く
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
し
て
い

る
。
し
か
し
、
グ
レ
ン
コ
さ

ん
は
「
最
近
、
日
本
の
方
か

ら
キ
ャ
リ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
無

償
提
供
し
て
も
ら
い
、
第
６

弾
で
輸
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
良
い
流
れ
に
は
な
っ
て

い
る
」
と
し
た
上
で
、「
自

分
が
も
っ
と
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
て
支
援
を
募
り
、
早
い
段

階
で
元
の
ペ
ー
ス
に
戻
し
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

経
年
式
の
日
本
車
が
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
前
線
で
活
躍
し

て
い
る
こ
と
は
誇
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
援
す

る
こ
と
は
、
日
本
人
の
平
和

に
対
す
る
貢
献
に
な
る
だ
ろ

う
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
支

援
が
集
ま
り
、
大
量
の
日
本

の
中
古
車
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

前
線
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

ロ
シ
ア
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

値
上
げ
は
産
業
育
成
の
表
れ

話
は
変
わ
る
が
、
ち
ょ
う

ど
取
材
前
日
に
、
ロ
シ
ア
の

サ
イ
ト
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
値
上
げ
の
記
事
が
発
表
さ

れ
た
。
理
由
と
し
て
は
「
自

国
の
自
動
車
産
業
育
成
の
た

め
」
と
し
て
い
る
が
、
本
当

の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。最

後
に
国
際
政
治
学
者
で

あ
る
グ
レ
ン
コ
さ
ん
に
聞
い

て
み
た
。
経
済
は
専
門
外
な

の
で
、
あ
く
ま
で
も
私
見
と

前
置
き
し
た
上
で
「
そ
れ
は

額
面
通
り
で
良
い
の
で
は
な

い
か
。
ロ
シ
ア
は
今
後
、
長

期
に
わ
た
っ
て
自
由
主
義
諸

国
と
一
線
を
画
そ
う
と
し
て

い
る
。
自
動
車
産
業
に
限
ら

ず
、
戦
争
以
降
、
自
由
主
義

諸
国
の
メ
ー
カ
ー
が
撤
退
し

た
が
、
こ
れ
が
戻
る
こ
と
を

期
待
は
し
て
い
な
い
。
逆
に

こ
れ
を
機
に
、
自
国
の
産
業

を
育
成
し
た
い
と
の
表
れ
で

は
な
い
か
」
と
語
っ
て
く
れ

た
。
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【
ス
テ
ッ
プ
１
】

営
業
で
大
事
な
の
は

ス
キ
ル
よ
り
も
『
考
え
方
』

ス
テ
ッ
プ
１
は
考
え
方
で

す
。
ス
キ
ル
は
後
で
身
に
つ

い
て
き
ま
す
が
、
考
え
方
が

間
違
っ
て
い
る
と
正
し
い
方

向
に
行
き
ま
せ
ん
。

営
業
と
は
、
お
客
様
の
問

題
を
解
決
す
る
お
手
伝
い
を

す
る
職
業
で
す
。
現
状
↓
壁

↓
理
想
。
人
間
は
、
誰
で
も

『
こ
う
な
り
た
い
』
と
い
う

理
想
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

現
状
は
そ
う
な
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
壁
、
つ
ま
り
問

題
が
発
生
し
ま
す
。

な
の
で
、
お
客
さ
ん
の
現

状
と
理
想
を
理
解
し
、
問
題

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
提

案
を
行
な
い
ま
す
。そ
し
て
、

お
客
様
と
成
長
の
感
動
を
共
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有
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
る

の
で
す
。

営
業
と
い
う
の
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
と
く
に
会

話
の
仕
事
で
す
。
お
客
さ
ん

に
「
売
り
込
む
」
の
で
は
な

く
、
お
客
さ
ん
か
ら
「
聞
き

出
す
」
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
説
得
す
る
た

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
駆
使
す
る
の
で
は
な

く
、
聞
き
出
す
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
っ
て
、
現
状
や
壁
や
理
想

を
聞
い
て
、
問
題
解
決
の
提

案
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ッ
プ
２
】

打
席
に
立
つ
回
数
を
増
や
す

質
よ
り
『
量
』

考
え
方
を
身
に
着
け
た

ら
、
次
は
営
業
の
数
を
こ
な

す
こ
と
で
す
。
ア
ポ
イ
ン
ト

の
電
話
、
商
談
の
数
。
と
に

か
く
ス
ト
イ
ッ
ク
に
数
を
こ

な
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
イ
ッ
ク
と
は
何
か
？

『
ス
ト
イ
ッ
ク
＝
他
人
か
ら

み
て
、異
常
だ
と
思
わ
れ
る
』

こ
と
で
す
。
周
り
に
影
響
さ

れ
ず
、
当
た
り
前
基
準
を
高

く
持
つ
こ
と
で
す
。

も
し
暇
な
店
舗
に
い
る
な

ら
、
グ
ル
ー
プ
で
１
番
忙
し
い

店
舗
に
異
動
願
い
を
出
し
て

み
る
。
そ
れ
く
ら
い
量
を
こ
な

す
こ
と
は
大
事
。
経
験
が
１
番

の
財
産
で
す
。
質
の
こ
と
は
考

え
ず
に
、
先
ず
は
量
を
こ
な
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ッ
プ
３
】

成
果
が
出
て
い
る
人
を

徹
底
的
に
『
真
似
る
』

量
を
こ
な
し
て
き
た
ら
、

次
は
質
を
研
究
し
ま
し
ょ

う
。
具
体
的
な
方
法
は
、
あ

な
た
の
会
社
で
１
番
売
れ
て

い
る
営
業
マ
ン
の
や
り
方
を

徹
底
的
に
真
似
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
は
一
切
要
り
ま
せ

ん
。
完
全
に
一
致
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。思
考
・
行
動
・
発
言
、

す
べ
て
で
す
。多
く
の
人
は
、

自
分
の
エ
ゴ
で
こ
れ
が
で
き

ま
せ
ん
。
稼
ぎ
た
け
れ
ば
エ

ゴ
を
捨
て
て
下
さ
い
。

ト
ッ
プ
営
業
マ
ン
は
、
あ

な
た
に
営
業
を
教
え
る
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時

は
、
そ
の
人
が
好
き
な
モ
ノ

を
調
べ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

な
ど
、
何
と
か
し
て
車
を
売

る
営
業
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
な
る
べ
く
一
緒
に
い
て

下
さ
い
。

人
は
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン

と
い
う
細
胞
が
あ
り
、
一
緒

に
い
る
人
か
ら
影
響
を
受
け

る
生
き
物
で
す
。
ま
た
、
仕

事
と
は
期
限
内
に
成
果
を
出

す
こ
と
で
す
。
量
を
こ
な
し

て
残
業
す
る
の
で
は
な
く
、

勤
務
時
間
内
に
成
果
を
出
す

こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

徹
底
的
に
パ
ク
リ
、
期
限
内

に
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
ょ
う
。

【
ス
テ
ッ
プ
４
】

相
手
の
感
情
を
動
か
す
こ
と

で
『
売
れ
続
け
る
』

商
品
が
売
れ
る
時
の
公
式

は
「
価
値>

価
格
」
で
す
。

価
値
と
は
お
客
さ
ま
が
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
、
価
格
と

は
、
お
客
さ
ま
が
支
払
う
金

額
。
お
客
様
は
価
値
と
価
格

を
比
べ
て
購
入
を
決
定
し
て
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い
ま
す
。
な
の
で
、
営
業
は

価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
仕
事

で
す
。

価
値
を
伝
え
る
に
は
、
商

品
の
「
機
能
特
徴
」「
得
ら

れ
る
結
果
」「
得
ら
れ
る
感

情
」
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

売
れ
な
い
営
業
は
、
機
能
特

徴
を
売
り
ま
す
。
売
れ
る
営

業
は
、
お
客
さ
ん
が
得
ら
れ

る
結
果
を
売
り
ま
す
。

そ
し
て
売
れ
続
け
る
営
業

は
、
商
品
を
使
う
こ
と
で
得

ら
れ
る
感
情
変
化
を
売
り
ま

す
。人

の
行
動
原
理
は
、
不
快

な
状
態
を
避
け
て
、
快
の
状

態
に
近
づ
く
た
め
に
行
動
し

ま
す
。
つ
ま
り
人
は
理
屈
で

は
な
く
、
感
情
で
商
品
を
買

い
ま
す
。

感
情
を
売
る
ポ
イ
ン
ト

は
、
具
体
的
に
商
品
を
使
用

し
て
い
る
シ
ー
ン
を
伝
え
る

こ
と
で
す
。
営
業
と
し
て
売

れ
続
け
る
な
ら
ば
、
人
の
負

の
感
情(

不
快
・
不
満
・
不

安)

を
、
快
の
感
情(

快
適
・

満
足
・
安
心)

に
変
え
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
感
情
を
動

か
す
術
を
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
。

多
く
の
営
業
マ
ン
は
、
や

り
方
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
れ

ば
結
果
が
出
る
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
も
で
き
な

い
人
な
ど
巨
万
と
い
ま
す
。

営
業
で
本
当
に
大
切
な
こ
と

は
『
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
』
こ
と
な
の
で
す
。

初
め
か
ら
成
功
す
る
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か

り
と
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
、
何

度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
、
都

度
改
善
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
今
の
輝
か
し
い
成
功
が

あ
る
だ
け
で
す
。
今
回
の
５

ス
テ
ッ
プ
を
、
ス
タ
ー
ト
の

段
階
か
ら
念
頭
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。
す
る
と
、
成
功
と

い
う
果
実
を
手
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
ス
テ
ッ
プ
５
】

ニ
モ
の
法
則
で
紹
介
契
約

成
功
を
『
加
速
さ
せ
る
』

あ
る
程
度
、
成
果
が
出
て

き
た
ら
、
紹
介
契
約
を
生
み

だ
し
て
成
果
を
出
す
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

紹
介
の
秘
訣
は
、
先
に
「
与

え
る
こ
と
」で
す
。
契
約
後
も
、

お
客
さ
ん
に
与
え
続
け
る
。
住

宅
や
銀
行
な
ど
、
あ
な
た
の
商

材
に
関
連
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
、
他
の
会
社
に
見
込
み
客
を

紹
介
し
て
あ
げ
る
。
社
内
の

営
業
マ
ン
に
、
自
分
が
上
手

く
い
っ
た
や
り
方
を
教
え
て

あ
げ
る
。
社
内
の
営
業
事
務

さ
ん
に
差
し
入
れ
を
買
う
。

と
に
か
く
、
自
分
の
た
め

「
だ
け
」
で
は
な
く
、
人
の
た

め
「
に
も
」
で
き
る
こ
と
を

考
え
ま
し
ょ
う
。そ
れ
を『
ニ

モ
の
法
則
』
と
言
い
ま
す
。

相
手
が
望
む
も
の
を
先
に
与

え
る
こ
と
を
実
践
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
あ
な
た
に
自
然
と
返
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
を
実
践
す

る
こ
と
で
人
た
ら
し
に
な

り
、
営
業
マ
ン
と
し
て
の
成

功
が
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

年
収
１
０
０
０
万
円
を
叶
え
る
営
業
術

年
収
１
０
０
０
万
円
を
叶
え
る
営
業
術

高
単
価
の
成
約
を
連
発
し

高
単
価
の
成
約
を
連
発
し
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オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
（
藤
崎
慎
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
、
規
模
拡

大
を
め
ざ
し
て
い
る
重
要
な
経
営
指
標
の
ひ
と
つ
に
「
Ｇ
Ｃ
Ｖ
」（
＝
総
循

環
型
流
通
価
値
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
２
０
２
１
年
か
ら
採
り
入

れ
た
独
自
の
指
標
で
、２
０
２
２
年
の
Ｇ
Ｃ
Ｖ
は
５
４
１
７
億
円
を
記
録
し
、

２
０
２
５
年
に
は
１
兆
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
指
標
は
同
社
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
会
員
に
も
関
係

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
こ
の
Ｇ
Ｃ
Ｖ
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。

今
回
紹
介
す
る
Ｇ
Ｃ
Ｖ
（
総
循

環
型
流
通
価
値
）
と
は
、Gross 

Circulation Value
の
略
称
だ
。
こ
れ

は
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
の
事
業
活
動
に
よ
っ

て
、『
経
済
』
と
『
環
境
』
に
与
え
た

影
響
を
金
額
的
に
示
し
た
独
自
の
経
営

指
標
の
こ
と
で
あ
る
。

地
球
規
模
で
の
循
環
型
流
通
を
実
現

し
、
持
続
可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
企
業

を
め
ざ
す
同
社
で
は
、
中
古
車
を
は
じ
め

中
古
デ
ジ
タ
ル
機
器
、
ブ
ラ
ン
ド
品
、
花

き
、
中
古
バ
イ
ク
、
中
古
医
療
機
器
な
ど
、

様
々
な
商
品
の
流
通
市
場
を
提
供
。
こ
う

し
た
リ
ユ
ー
ス
品
は
、
再
利
用
す
る
た

め
、
資
源
の
保
全
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
の
削

減
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
そ
も
そ
も
環

境
に
と
っ
て
優
し
い
も
の
だ
。

そ
こ
で
同
社
で
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｖ
と
い

う
指
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
地
球

環
境
に
与
え
る
プ
ラ
ス
の
効
果
を
正

し
く
可
視
化
し
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｃ
Ｖ
の
規
模
が
大
き
く
な
る
こ

と
は
、
モ
ノ
を
捨
て
ず
に
済
ん
だ
こ

と
、
そ
し
て
新
し
く
モ
ノ
を
つ
く
ら

ず
に
済
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ

ま
り
Ｇ
Ｃ
Ｖ
と
は
、
地
球
に
対
す
る

負
荷
軽
減
の
指
標
。
当
社
で
は
経
営

指
標
の
一
つ
と
し
て
採
用
し
、
そ
の

規
模
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
増
や

し
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
」

と
、
同
社
は
記
し
て
い
る
。

高
評
価
を
受
け
る
Ｇ
Ｃ
Ｖ

オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
は
創
業

当
初
か
ら
、
情
報
流
通
と

い
う
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
。
中
古
車
を
展
示
場

か
ら
移
動
さ
せ
る
こ
と
な

く
セ
リ
に
掛
け
る
Ｔ
Ｖ

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
パ
イ
オ

ニ
ア
と
し
て
、
い
ち
早
く

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ

て
き
た
企
業
だ
。

さ
て
、
先
に
紹
介
し
た

５
４
１
７
億
円
と
い
う
昨

年
の
Ｇ
Ｃ
Ｖ
は
、
上
図
の

よ
う
に
、
経
済
循
環
価
値

と
環
境
価
値
を
足
し
た
も

の
。
そ
の
詳
し
い
内
容
は

同
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ

イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
の

で
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

と
く
に
、
Ｇ
Ｃ
Ｖ
の
環

境
デ
ー
タ
の
信
頼
性
に
関
し
て
は
、

独
立
機
関
で
あ
る
（
一
社
）
非
財
務

情
報
保
証
協
会
に
よ
る
第
三
者
保
証

を
４
月
に
取
得
。
こ
れ
に
よ
り
指
標

は
信
頼
性
が
あ
り
、
客
観
性
が
高
い

も
の
と
保
証
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｇ
Ｃ
Ｖ
の
経
済
学
的
な
観

点
に
お
け
る
妥
当
性
等
の
根
拠
に

関
し
て
、
東
京
大
学
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
社
（
川
原

田
陽
介
社
長
、UTEcon

）
か
ら
評

価
さ
れ
、『
Ｇ
Ｃ
Ｖ
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
環
境
経
済
学
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
会
計
（Green National 

Accounting

）
の
考
え
方
と
整
合

的
で
あ
る
』
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。

こ
れ
に
関
し
て
同
社
で
は
、UTEcon

に
よ
る「
Ｇ
Ｃ
Ｖ
に
関
す
る
報
告
書
」

の
要
約
版
を
、
7
月
31
日
か
ら
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
る
。

会
員
も
環
境
価
値
向
上
に
貢
献

こ
の
よ
う
に
、高
い
信
頼
性
を
も
っ

て
評
価
さ
れ
て
い
る
Ｇ
Ｃ
Ｖ
で
あ
る

が
、
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
で
は
「
こ
れ
は

当
社
だ
け
で
な
く
、
会
員
の
皆
様
と

と
も
に
生
み
出
し
た
環
境
価
値
。
中

古
車
流
通
に
お
い
て
は
、
会
員
の
皆

様
も
こ
の
Ｇ
Ｃ
Ｖ
数
値
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
」
と
い
う
。

と
い
う
の
も
、
先
に
紹
介
し
た
よ

う
に
オ
ー
ク
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
、
現

車
Ａ
Ａ
会
場
と
は
異
な
り
、
中
古
車

の
輸
送
は
出
品
店
か
ら
落
札
店
へ
の

直
接
輸
送
が
基
本
と
な
る
た
め
、
車

両
の
移
動
距
離
は
短
縮
。
そ
れ
に
加

え
て
、
会
員
が
会
場
へ
足
を
運
ぶ
と

い
う
こ
と
も
な
い
た
め
、
会
員
自
身

の
移
動
距
離
の
減
少
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
か
ら
だ
。

つ
ま
り
、
同
社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員

は
自
ず
と
環
境
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
貢
献
し
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。
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会
社
の
従
業
員
で
あ
れ
ば
、
有
給
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
取
る
こ
と
は
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
色
々
な
事
情
は
あ
る
が
、
業
務
が
忙
し
く
有
給
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
会
社
側
が

有
給
休
暇
の
取
得
を
認
め
な
い
な
ど
の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
何
ら
か
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
有
給
休
暇
は
正
社
員
だ
け
が
取
得
で
き
る
の
か
。
有
期
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
社
員
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
横
澤
弁
護
士
に
聞
い
て
み
よ
う
。

「
従
業
員
の
有
給
休
暇
編
」

【
横
澤
弁
護
士
】

今
回
は
有
給
休
暇
の
話
で

す
ね
。
法
律
上
は
、
年
次
有

給
休
暇
と
い
い
、
年
休
（
ね

ん
き
ゅ
う
）
と
略
さ
れ
た
り

し
ま
す
。
一
般
的
に
有
給
休

暇
と
言
え
ば
、
こ
の
年
次
有

給
休
暇
を
指
す
こ
と
が
多
い

の
で
、
今
回
は
年
次
有
給
休

暇
の
こ
と
を
有
給
休
暇
と
言

う
よ
う
に
し
ま
す
。

有
給
休
暇
は
、
労
働
基
準

法
と
い
う
法
律
に
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
従
業
員

が
取
得
で
き
る
日
数
な
ど
が

具
体
的
に
細
か
く
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

法
律
の
規
定
は
、
最
低
限

日
に
つ
い
て
時
季
を
指
定
し

て
付
与
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し

た
。ど

う
い
う
こ
と
か
と
言
う

と
、
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ

て
い
て
も
、
そ
れ
を
消
化
し

な
い
従
業
員
が
い
る
こ
と
か

ら
、
付
与
日
数
が
10
日
以
上

あ
る
従
業
員
に
は
、
年
間
最

低
で
も
５
日
間
の
有
給
休
暇

を
取
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

有
給
休
暇
を
取
得
し
て
い
な

け
れ
ば
、
会
社
側
が
５
日
分

を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
取

得
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で

す
。従

業
員
が
、
自
主
的
に
５

の
日
数
を
定
め
た
も
の
で
す

の
で
、
会
社
側
が
就
業
規
則

等
に
よ
っ
て
、
独
自
に
法
律

以
上
の
日
数
の
有
給
休
暇
を

定
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

法
律
上
は
、
働
き
出
し
て

か
ら
６
ヵ
月
継
続
勤
務
し
、

全
労
働
日
の
８
割
以
上
を
出

勤
し
な
い
と
有
給
休
暇
を
認

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
働
き
出
し
た
直
後

か
ら
、
会
社
の
規
程
に
よ
り

有
給
休
暇
を
認
め
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
律
で
は
勤
務
を

開
始
し
た
日
を
起
算
点
と
し

て
、
有
給
休
暇
を
取
得
で
き

る
日
数
が
決
ま
り
ま
す
。
た

だ
、
各
従
業
員
の
勤
務
開
始

日
を
管
理
す
る
の
は
大
変
な

の
で
、
会
社
で
統
一
し
た
基

準
日
を
定
め
て
管
理
す
る
こ

と
も
多
い
で
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
従
業
員
の

有
給
休
暇
の
付
与
日
数
は
、

日
以
上
の
有
給
休
暇
を
取
得

し
て
い
れ
ば
、
会
社
側
が
時

季
を
指
定
し
て
付
与
す
べ
き

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
会
社
側
の
義
務
と
し
て

課
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
従

業
員
が
有
給
休
暇
を
年
間
５

日
間
取
得
し
て
い
る
か
を
確

認
し
、
も
し
休
ん
で
い
な
け

れ
ば
取
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

有
給
休
暇
付
与
の
基
準

日
が
４
月
１
日
だ
と
す
る

と
、
年
度
末
に
な
っ
て
確
認

し
て
、
急
に
有
給
休
暇
を
取

ら
せ
る
の
は
従
業
員
本
人
に

と
っ
て
も
、
会
社
の
業
務
上

も
不
都
合
な
こ
と
が
あ
る
の

で
、
あ
る
程
度
、
余
裕
の
あ

る
時
期
に
確
認
し
て
、
計
画

的
に
取
得
さ
せ
る
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。

従
業
員
が
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
場
合
、
そ
の
使
い
道

は
自
由
で
す
。
会
社
側
が
干

渉
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま

６
ヵ
月
勤
務
の
場
合
は
年
間

10
日
で
す
。
勤
務
年
数
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
有
給
休

暇
も
増
加
し
て
い
き
ま
す

が
、
勤
続
６
年
６
ヵ
月
に
な

る
と
、
年
間
20
日
が
最
大
と

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
有
給
休
暇
を
１

年
間
で
使
い
切
ら
な
か
っ
た

分
に
つ
い
て
は
、
翌
年
に
限

り
持
ち
越
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
よ
く
覚
え
て

お
い
た
方
が
良
い
で
し
ょ

う
。
人
に
よ
っ
て
は
40
日
分

の
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
例
え
有
期
雇
用
の

従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

従
業
員
で
あ
っ
て
も
、
有
給

休
暇
の
付
与
が
必
要
で
す
。

私
が
学
生
時
代
に
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
た
頃
は
、
有

給
休
暇
が
付
与
さ
れ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

実
は
か
な
り
前
か
ら
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
従
業
員
に
も
有
給

休
暇
の
付
与
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

時
給
制
の
従
業
員
に
は
、

働
い
た
分
だ
け
、
時
給
に

よ
っ
て
給
与
が
支
払
わ
れ
る

せ
ん
。
た
だ
、
会
社
で
副
業

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合

に
、
副
業
を
す
る
た
め
に
有

給
休
暇
を
取
得
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
副
業
禁
止
規
定
へ
の

抵
触
が
問
題
と
は
な
り
ま

す
。使

い
道
が
自
由
で
あ
れ

ば
、
従
業
員
が
有
給
休
暇
を

取
得
す
る
際
に
、
そ
の
使
途

を
会
社
側
に
報
告
す
る
必
要

は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
会
社
側
が
使
途
を
尋
ね

る
こ
と
は
問
題
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

従
業
員
が
有
給
休
暇
を
取

得
し
た
場
合
に
、
会
社
の
事

業
の
正
常
な
運
営
が
妨
げ
ら

れ
る
場
合
に
は
、
会
社
側
に

日
程
を
変
更
す
る
権
利
（
こ

れ
を
時
季
変
更
権
と
い
い
ま

す
）
が
あ
る
の
で
す
が
、
会

社
側
が
時
季
変
更
権
を
行
使

す
る
か
を
判
断
す
る
た
め

に
、
従
業
員
の
有
給
休
暇
の

使
途
を
聞
く
必
要
が
あ
る
場

合
も
あ
る
か
ら
で
す
。

一
方
、
有
給
休
暇
を
取
得

し
た
従
業
員
に
対
し
て
、
会

社
は
不
利
益
な
取
扱
い
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
有
給
休
暇
を
ほ
と
ん

ど
取
得
し
な
か
っ
た
従
業
員

と
、
す
べ
て
消
化
し
た
従
業

員
と
の
間
で
、
有
給
休
暇
の

取
得
の
有
無
を
理
由
と
し
て

差
別
し
た
り
、
処
遇
に
差
を

設
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。世

間
的
に
は
、
生
産
性
の

向
上
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
従
業
員
に

は
有
給
休
暇
の
取
得
に
よ

り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も

ら
う
一
方
で
、
会
社
内
で
は

業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

の
で
、
休
暇
を
取
得
し
て
働

か
な
か
っ
た
場
合
に
は
給
与

は
発
生
し
な
い
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
有
給
休

暇
は
本
来
、
勤
務
す
べ
き
日

を
休
暇
と
し
て
、
そ
の
休
暇

日
の
給
与
も
支
払
わ
な
い
と

い
け
な
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
従
業
員
、
時
給
制
社
員
が

い
る
場
合
に
は
、
有
給
休
暇

が
付
与
さ
れ
る
条
件
を
満
た

し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
条

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に

は
、
有
給
休
暇
の
取
得
を
認

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

付
与
日
数
は
、
週
の
労
働

日
数
や
１
年
間
の
所
定
労
働

日
数
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
厚
労
省
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
を
す

る
か
、
社
会
保
険
労
務
士
に

相
談
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
有
給
休
暇
は
原
則

１
日
単
位
で
取
得
す
る
も
の

に
よ
り
、
休
み
を
増
や
し
つ

つ
会
社
業
務
を
円
滑
に
行
な

う
の
が
理
想
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

最
後
に
、
従
業
員
に
有
給

休
暇
の
取
得
を
認
め
な
か
っ

た
り
、
制
限
し
た
り
し
た
場

合
に
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、

有
給
休
暇
は
法
律
で
認
め
ら

れ
た
権
利
で
す
の
で
、
会
社

に
有
給
休
暇
に
関
す
る
決
ま

り
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
従
業
員
は
法
律
の
基
準

に
基
づ
き
休
暇
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
会
社
が
「
う

ち
に
は
有
給
休
暇
は
無
い
」

と
言
っ
て
も
、
法
律
上
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
も
し
、
有
給
休
暇
の
取

得
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
労
働
基
準
監
督
署
の
耳

に
入
れ
ば
、
労
基
署
か
ら
の

調
査
が
入
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
是
正
勧
告
を
受
け
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

勧
告
に
従
わ
ず
に
是
正
を

し
な
か
っ
た
り
、
有
給
休
暇

に
関
す
る
違
反
が
重
大
で
あ

る
よ
う
な
場
合
に
は
、
罰
則

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

有
給
休
暇
の
規
定
に
従
わ

な
か
っ
た
場
合
の
罰
則
と
し

て
は
、６
ヵ
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
有
給
休
暇
の
規

定
違
反
で
懲
役
刑
を
受
け
た

人
の
話
を
私
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
労
働
関

連
の
法
律
違
反
で
の
罰
金
は

比
較
的
多
く
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

で
す
が
、
従
業
員
側
が
半
日

単
位
で
の
取
得
を
希
望
し
た

場
合
、
会
社
側
が
任
意
で
半

日
の
取
得
を
認
め
る
こ
と
は

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
従
業
員
側
と
会

社
側
と
で
労
使
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間

単
位
で
の
取
得
を
認
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

有
給
休
暇
の
取
得
は
、
原

則
と
し
て
、
従
業
員
が
日
を

決
め
て
取
得
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
、
近
時
の
法

律
改
正
に
よ
っ
て
、
付
与
日

数
が
10
日
以
上
の
従
業
員
に

対
し
て
は
、
会
社
側
が
年
５
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有
休
を
取
ら
せ
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？

「
６
ヵ
月
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
が
」
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リヤフロア

ラジエータ
コアサポートユニット

え
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
点

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
？

意
外
な
あ
の
車
と
共
有
㋐

ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
は
、
新

開
発
さ
れ
た
『
コ
ン
パ
ク

ト
』
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
採
用
。
こ
の
コ

ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
は
、
後
に
グ
ル
ー
プ
内
の

別
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ジ
ー
プ

チ
ェ
ロ
キ
ー
（
Ｋ
Ｌ
系
）
に

査
定
検
査
に
役
立
つ
！
人
気
モ
デ
ル
『
解
体
新
書
』
80

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
・
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
（
９
４
０
系
）

株
式
会
社  

ジ
ャ
ッ
ジ
メ
ン
ト

  

レ
ポ
ー
ト

ゴ
ル
フ
・
Ａ
ク
ラ
ス
の

競
合
モ
デ
ル

９
４
０
系
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ

は
、
１
４
７
の
後
継
モ
デ
ル

と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
日
本
国

内
で
は
２
０
１
２
年
に
販
売

開
始
さ
れ
、
２
０
２
１
年
に

そ
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

販
売
期
間
が
９
年
に
も
お

よ
ぶ
た
め
流
通
量
も
多
く
、

査
定
現
場
で
も
頻
繁
に
遭
遇

し
ま
す
。
修
復
歴
車
の
遭
遇

率
も
10
％
を
超
え
て
お
り
、

警
戒
が
必
要
な
モ
デ
ル
と
い

ネ
ル
先
端
部
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
の
後
方
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

画
像
②
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
分
か
る
通
り
、
先
端
部
前

方
に
は
広
い
隙
間
が
あ
る
の

で
、確
認
は
し
や
す
い
で
す
。

先
端
部
に
ボ
ル
ト
装
着
さ

れ
て
い
る
フ
ェ
ン
ダ
ー
ス

テ
ー
は
、
衝
撃
が
入
る
と
負

荷
が
か
か
る
の
で
、
損
傷
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
（
画

像
②
赤
丸
）。

取
付
ボ
ル
ト
に
回
し
た
痕

跡
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
フ

ロ
ン
ト
フ
ェ
ン
ダ
ー
自
体
を

交
換
、
ま
た
は
修
理
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
少
し
斜
め
下
方

へ
と
目
を
移
す
と
、
フ
ロ
ン

ト
サ
イ
ド
メ
ン
バ
ー
の
先
端

部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

先
端
部
は
、
ラ
ジ
エ
ー
タ

コ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
ボ
ル
ト
で

ぴ
っ
た
り
と
装
着
さ
れ
て
い

ま
す
（
画
像
③
）。

先
端
部
に
取
り
付
け
ら
れ

た
フ
タ
状
の
部
位
が
衝
撃
を

受
け
や
す
い
の
で
、
接
合
部

分
に
不
自
然
な
隙
間
が
あ
る

場
合
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

リ
ヤ
エ
リ
ア
攻
略
方
法

ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
の
リ
ヤ
エ

リ
ア
チ
ェ
ッ
ク
は
、
ボ
デ
ィ

下
側
か
ら
が
お
ス
ス
メ
で

す
。ア

ン
ダ
ー
カ
バ
ー
で
覆
わ

れ
て
い
る
箇
所
も
な
く
、
リ

ヤ
エ
ン
ド
パ
ネ
ル
と
隣
接
す

匠

第115回

勝手に格付け！　査定難易度

フロントエリアは、カバー類で覆
われている箇所も少ないので、修復
歴チェックに困ることはありません。
リヤエリアもアンダーカバーが装着
されていないので、確認は容易に行
なうことができます。外板部位に商
品化目的の加修も多くみられますの
で、見落とさないよう注意してくだ
さい。

Ｃ

も
採
用
さ
れ
ま
す
。

ま
っ
た
く
異
な
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
モ
デ
ル
で
す
が
、

実
際
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
印
象
は

酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
（
画
像
②
）。

ラ
ジ
エ
ー
タ
コ
ア
サ
ポ
ー

ト
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ボ

ル
ト
装
着
タ
イ
プ
。

修
復
歴
チ
ェ
ッ
ク
は
『
４

つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
左
右
フ
ロ

ン
ト
イ
ン
サ
イ
ド
パ
ネ
ル
先

端
部
、
お
よ
び
フ
ロ
ン
ト
サ

イ
ド
メ
ン
バ
ー
先
端
部
）』

を
中
心
に
行
な
い
ま
す
（
画

像
①
）。

フ
ロ
ン
ト
エ
リ
ア
攻
略
方
法

フ
ロ
ン
ト
イ
ン
サ
イ
ド
パ

ΞϧϑΝϩϝΦɾδϡϦΤολͷ:PV5VCF
ಈըはͪ͜Β͔ΒΞΫηεͰ͖·͢
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ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
『
注
意
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
』を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
の
Ｃ
セ
グ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
（
９
４
０
系
）
を
取
り

上
げ
ま
す
。

る
リ
ヤ
フ
ロ
ア
や
、
リ
ヤ
サ

イ
ド
メ
ン
バ
ー
の
接
合
部
に

は
、
特
徴
的
な
表
面
の
シ
ー

ラ
ン
ト
が
塗
布
さ
れ
て
い
ま

す
（
画
像
④
）。

修
理
さ
れ
た
場
合
、
こ
う

し
た
シ
ー
ラ
ン
ト
を
再
現
す

る
の
も
難
し
く
、
不
自
然
な

後
塗
り
シ
ー
ラ
ン
ト
が
残
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

う
。接

触
に
よ
る
衝
撃
は
、
リ

ヤ
エ
ン
ド
パ
ネ
ル
下
部
に
設

置
さ
れ
た
バ
ン
パ
ー
ス
テ
ー

を
経
由
し
て
波
及
す
る
の
で

（
画
像
⑤
赤
丸
）、
歪
み
が
生

じ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

左フロント

インサイドパネル

左サイドメンバー

ը૾ᶆ��઀合෦にృ෍さΕͨγʔϥϯτʢಉʣը૾ᶇ��ϦϠΤϯυύωϧԼ෦ͷόϯύʔεςʔʢಉʣ

ը૾ᶃ��̐ ͭͷϙΠϯτʢԫؙʣΛ֬ೝ

ը૾ᶄ��δϡϦΤολͷϑϩϯτΠϯαΠυύωϧ
　　　�ʢ্ࠨνΣϩΩʔͷϑϩϯτΠϯαΠυύωϧʣ

ը૾ᶅ��ෆࣗવͳ͕ܺؒੜ͡いͯいͳい͔ʁʢը૾は新ंঢ়ଶʣ
ൢചؒظは�೥に΋おΑͿ

リヤエン
ドパネル

リヤエンドパネル

リヤ
サイドメンバー
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俳
句

ひ
と
休
み

de
銭
湯
の

天
井
高
し

　
　
　
　

蝉
時
雨

今
月
の
一
句
の
季
語
は
蝉
時
雨
の

夏
。
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
異
常
で
あ

り
、
皆
さ
ん
も
苦
労
な
さ
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
温
暖
化
と
い
う
一

語
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
く
ら
い
、

気
候
変
動
は
ス
ケ
ー
ル
を
増
し
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

先
日
、
思
い
が
け
ず
蒲
田
近
く
の

桜
館
と
い
う
銭
湯
へ
行
っ
て
来
た
。

久
々
の
こ
と
で
も
あ
り
、
下
町
風
情

あ
ふ
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
た
め
興
味

深
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
ず
、
倶

利
迦
羅
紋
紋
が
多
い
こ
と
。
公
衆
浴

場
は
入
場
Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
。
次
に
、

こ
こ
は
天
然
温
泉
で
黒
湯
と
呼
ば

れ
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
腐
植
物
（
草

木
）が
元
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

電
気
風
呂
で
ビ
リ
ビ
リ
し
、
狭
い
サ

ウ
ナ
で
温
ま
っ
て
快
適
な
一
時
を
過

ご
せ
た
。

外
で
は
蝉
の
高
鳴
き
、
銭
湯
の
高

い
天
井
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。
一
人

五
百
二
十
円
で
昭
和
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
気
分
に
な
っ
た
。

今
ま
さ
に
台
風
七
号
が
通
過
し
た

ば
か
り
で
あ
る
。

日
本
は
平
和
で
い
い
と
言
わ
れ
る

が
、
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
。
皆
さ
ん
「
備
え
よ
常
に
」
く
れ

ぐ
れ
も
御
用
心
を
。

車
屋
の
社
長
業
の
定
義

車
屋
の
社
長
業
と
い
う
仕
事
の
定
義
で
す

ね
。
普
段
あ
ま
り
こ
ん
な
こ
と
は
考
え
な
い
と

思
う
の
で
す
が
、
定
義
付
け
し
て
仕
事
し
て
る

場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
で
は
、
数
年
で
利
益

に
大
き
な
開
き
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
説
明
し
ま
す
ね
。
ま
あ
、
車
屋
に

限
ら
ず
で
す
け
ど
、
僕
が
社
長
業
に
対
し
て

持
っ
て
い
る
定
義
は
「
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
無
か

ら
有
を
作
る
作
業
」。
こ
う
や
っ
て
定
義
し
て

い
ま
す
。

社
長
の
仕
事
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
給
与
計
算
を
し
て
い
る
社
長
、
社

会
保
険
の
手
続
き
も
自
分
で
や
る
社
長
、
現
場

で
洗
車
し
た
り
車
売
っ
た
り
と
い
う
社
長
も
い

る
し
、
色
々
あ
る
わ
け
で
す
よ
。

そ
れ
で
、
定
義
を
使
っ
て
考
え
て
み
る
と
、

凄
く
分
か
り
や
す
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
そ
の

仕
事
は
「
無
か
ら
有
を
生
ん
で
い
る
か
？
」。

給
与
計
算
は
ル
ー
テ
ィ
ン
で
あ
っ
て
、
何
か
は

生
み
ま
せ
ん
。
社
会
保
険
も
同
様
。
洗
車
は
ま

あ
大
事
で
す
け
ど
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
で
き
る

か
ら
、
無
か
ら
有
で
は
な
い
で
す
ね
。

車
を
売
る
。
無
か
ら
有
と
い
え
ば
そ
う
で
す

け
ど
、
社
長
と
い
え
ど
も
24
時
間
働
け
な
い
で

す
ね
。

だ
け
ど
、
社
員
教
育
の
シ
ス
テ
ム
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
を
進
め
る
。
そ
う
す
る
と
、
社
員
が
今

ま
で
販
売
が
１
だ
っ
た
の
が
１
〜
２
く
ら
い
に

は
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
、
今
ま
で
な
い

も
の
で
す
か
ら
、
無
か
ら
有
な
わ
け
で
す
よ
。

集
客
で
反
応
が
取
れ
る
広
告
物
を
作
る
。
こ

れ
も
無
か
ら
有
で
す
よ
ね
。
ブ
ロ
グ
を
開
設
し

て
、
検
索
ワ
ー
ド
を
勉
強
し
て
集
客
に
使
う
。

社
内
の
問
題
を
洗
い
出
し
、
問
題
が
解
決
す
る

シ
ス
テ
ム
、
ま
た
は
方
法
を
考
え
る
。
こ
れ
も

無
か
ら
有
で
す
よ
ね
。

で
は
「
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
を
し
ま
し
ょ

う
」
っ
て
朝
礼
で
言
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
れ
っ
て
大
事
で
す
け
ど
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が

あ
る
場
合
、
き
ち
ん
と
し
た
身
な
り
っ
て
「
何

が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
？
」
分
か
ら
な
い
で

す
よ
ね
。
だ
か
ら
無
か
ら
有
で
は
な
い
で
す
け

ど
、
服
装
規
定
を
決
め
て
フ
ァ
イ
ル
化
し
て
、

周
知
徹
底
す
る
。
こ
れ
は
無
か
ら
有
な
ん
で
す

よ
。似

た
こ
と
を
や
っ
て
も
無
か
ら
有
に
な
っ
て

い
る
か
？

意
識
す
る
だ
け
で
、
そ
の
効
果
は

ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

こ
う
い
う
会
社
は
強
い
で
す
よ
。

ミ
ラ
イ
ブ
愛
知
で
初
の
女
性
営
業
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

５
月
１
日
付
け
で
入
社
し
た
鈴
木
美
波
さ
ん
。
応
募
の
動

機
は「
色
々
な
分
野
で
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

営
業
職
は
（
そ
れ
が
）
一
番
難
し
い
業
種
だ
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
人
と
し
て
や
り
甲
斐
が
あ
る
仕
事
で
す
。
ま
た
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
在
庫
を
抱
え
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な

の
で
魅
力
的
に
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。
若
い
新
人
さ
ん

な
が
ら
、
非
常
に
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。

実
は
、
ミ
ラ
イ
ブ
で
は
事
務
職
で
募
集
し
て
い
た
の
だ

が
、
面
接
官
が
鈴
木
さ
ん
の
こ
う
し
た
見
識
と
意
識
の
高

さ
を
感
じ
て
、
そ
の
場
で
営
業
職
を
打
診
し
た
と
い
う
経

緯
が
あ
る
。

愛
知
会
場
に
つ
い
て
は
「
会
員
さ
ん
と
の
雰
囲
気
が

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
と
て
も
和
や
か
。
良
い
距
離
感
を
保
ち

な
が
ら
寄
り
添
え
て
い
け
た
ら
」
と
話
す
。

鈴木 美波さん
ミライブ愛知 営業課
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「
ど
う
し
て
で
き
な
い
ん
だ
⁉
」

　
　「
や
っ
て
る
つ
も
り
な
の
に
」

　
　
　
　
　
　
〜
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
ぜ
？
〜

新
人
教
育
編

従
業
員
の
行
動
で
、「
な

ん
で
で
き
な
い
ん
だ
」
と
か

「
だ
め
だ
な
あ
」
と
気
に
な

る
こ
と
が
多
々
あ
る
、
と
お

悩
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

言
っ
て
も
直
ら
な
い
か
ら
諦

め
た
、
と
の
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
。

諦
め
る
前
に
、
少
し
振
り

返
っ
て
い
た
だ
こ
う
。
ご
自

身
の
会
社
や
店
舗
に
行
動
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
「
評
価
の

も
の
さ
し
」
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。

「
評
価
の
も
の
さ
し
」
と
は
、

会
社
や
店
舗
が
従
業
員
に
対

し
て
求
め
る
要
件
を
具
体
的

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い

わ
ば
、で
き
て
い
る
か
否
か
、

や
っ
て
い
る
か
否
か
の
評
価

（
判
断
）
の
基
準
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

こ
の「
評
価
の
も
の
さ
し
」

が
な
い
と
、で
き
て
い
な
い
、

や
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
周

囲
の
評
価
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感

覚
に
よ
る
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
。
逆
に
評
価
さ
れ
る
側

は
、
実
は
や
っ
て
い
る
、
で

き
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
、

直
す
と
い
う
こ
と
に
思
い
が

お
よ
ば
な
い
、
ま
た
は
何
故

で
き
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か

わ
か
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
自
分
で
は
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
自
己

評
価
と
、
周
囲
が
行
な
う
評

価
に
差
異
が
で
き
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
平
行
線
の
状
態

に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
で
は
「
評
価
の
も
の
さ

し
」
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。

●
誰
が
評
価
し
て
も
同
じ
結

果
が
出
る
も
の

「
評
価
の
も
の
さ
し
」
は
人

に
よ
っ
て
評
価
が
違
っ
て
は

い
け
な
い
。
そ
こ
で
、
誰
が

評
価
し
て
も
同
じ
結
果
に
な

る
よ
う
、
評
価
す
る
基
準
を

具
体
的
に
明
文
化
し
た
も
の

に
な
る
。

い
く
つ
か
例
を
挙
げ
よ
う
。

・
大
き
な
声
で
挨
拶
を
す
る

こ
れ
で
は
「
大
き
な
声
」

が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
、
人

に
よ
っ
て
判
断
が
分
か
れ

る
。
な
ぜ
大
き
な
声
で
挨
拶

す
る
の
か
。
社
内
や
お
客
様

に
元
気
に
聞
こ
え
る
大
き
さ

で
挨
拶
し
て
欲
し
い
か
ら
だ

と
す
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
室
内
の

ど
こ
に
い
て
も
、
玄
関
に
届

く
く
ら
い
の
大
き
さ
で
声
を

出
す
こ
と
が
必
要
だ
。
よ
っ

て
、
具
体
的
に
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

↓
玄
関
に
届
く
大
き
さ
の
声

で
挨
拶
を
す
る

・
正
し
い
挨
拶
を
す
る

来
客
時
に
は
、
マ
ナ
ー
の

良
い
挨
拶
を
し
て
も
ら
い
た

い
。
だ
が
「
正
し
い
」
が
人

そ
れ
ぞ
れ
で
は
、
本
人
と
周

囲
の
評
価
が
分
か
れ
て
し
ま

う
。そ

の
た
め
、
正
し
い
挨
拶

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
具

体
的
に
示
す
こ
と
が
必
要
だ
。

↓
お
客
様
へ
の
挨
拶
は
次
の

手
順
で
行
な
う

①
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
ま

た
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
、
と
相
手
を
見

て
は
っ
き
り
と
言
う

②
お
辞
儀
は
45
度
に
す
る

③
語
先
後
礼
を
す
る
（
先
に

挨
拶
、
後
に
お
辞
儀
）

具
体
的
な
「
評
価
の
も
の

さ
し
」
が
あ
れ
ば
、
評
価
す

る
側
、
評
価
さ
れ
る
側
の
判

断
基
準
が
一
致
す
る
た
め
、

お
互
い
の
客
観
的
な
評
価
も

一
致
す
る
。で
き
て
い
な
い
、

や
っ
て
い
な
い
こ
と
も
具
体

的
に
わ
か
る
の
で
、
自
己
評

価
に
お
い
て
自
ら
改
善
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
。

「
評
価
の
も
の
さ
し
」
は
、

社
内
に
き
ち
ん
と
公
開
し
、

誰
も
が
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
評
価
表

に
し
て
、
定
期
的
に
上
長
と

部
下
と
で
確
認
し
合
う
の
も

良
い
だ
ろ
う
。

基
準
が
具
体
的
に
示
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
直

せ
ば
よ
い
の
か
、
何
を
頑
張

れ
ば
よ
い
の
か
が
自
他
と
も

に
明
確
に
わ
か
る
の
で
、
社

員
教
育
で
得
た
も
の
が
定
着

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
社
内
ま

た
は
店
内
で
共
有
す
る
「
評

価
の
も
の
さ
し
」
を
持
ち
、

そ
れ
に
従
っ
て
お
互
い
に
成

長
し
て
い
こ
う
と
い
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
皆
で
高
め
る

こ
と
で
あ
る
。
形
骸
化
す
る

と
あ
ら
捜
し
に
な
る
の
で
、

評
価
す
る
行
為
そ
の
も
の
を

目
的
と
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
よ
う
。

こ
の
「
評
価
の
も
の
さ

し
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

深
く
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え

す
る
。
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九
州
中
央
オ
ー
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
（
大
峰
高
社
長
）
は

8
月
19
日
、
毎
週
土
曜
日
開

催
の
新
た
な
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
「
南
九
州
２
ｎ
ｄ
（
セ
カ

ン
ド
）」
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
。
出
品
４
０
４
台
が
集

ま
り
、
81
・
２
％
の
高
成
約

率
で
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
し

た
。南

九
州
セ
カ
ン
ド
は
、
Ｋ

Ｃ
Ａ
Ａ
南
九
州
会
場
で
開
催

す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
会
場
で
は
毎
週
水
曜
日
と

土
曜
日
に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
く
。
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ａ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
５
つ

目
の
現
車
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と

な
る
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
セ
リ

前
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
き
、

大
峰
社
長
が
「
初
の
土
曜
開

催
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
た
い
。
８
名
の
良

い
専
属
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵
ま

れ
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
日
は
デ
ィ
ー

ラ
ー
や
買
取
店
か
ら
の
出
品

車
も
多
く
、
良
い
買
い
物
を

し
て
商
売
に
つ
な
げ
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｕ
宮
崎
の
平

山
学
理
事
長
が
来
賓
を
代
表

し
「
土
曜
日
な
ら
参
加
で
き

る
と
い
う
会
員
の
声
へ
真
摯

に
向
き
合
い
、
週
２
回
開
催

に
踏
み
切
っ
た
英
断
に
敬
意

を
表
し
た
い
。
新
車
の
納
期

の
回
復
に
伴
っ
て
中
古
車
も

増
え
つ
つ
あ
る
。
南
九
州
会

場
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待

し
た
い
」と
祝
辞
を
贈
っ
た
。

当
日
は
、
目
標
の
３
０
０

台
を
１
０
４
台
上
回
る
出
品

車
を
数
え
る
な
ど
期
待
が
集

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
全
車
が

南
九
州
セ
カ
ン
ド
へ
新
規
搬

入
さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
車

両
と
な
り
、
そ
の
う
ち
宮
崎

県
を
始
め
と
し
た
デ
ィ
ー

ラ
ー
出
品
は
６
割
に
上
っ

た
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
高

い
品
揃
え
に
活
発
な
応
札
が

入
り
、
売
切
り
97
・
１
％
、

エ
ク
セ
レ
ン
ト
70
・
４
％
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
Ｅ
Ｖ
65
・

９
％
な
ど
、
各
コ
ー
ナ
ー
が

軒
並
み
高
成
約
に
沸
い
た
。

牟
田
慎
一
会
場
長
は
、

オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ
て
「
新

規
入
会
も
数
多
く
い
た
だ
い

た
」
と
言
い
、
週
２
回
開
催

に
乗
り
出
す
こ
と
で
参
加
者

の
裾
野
が
一
気
に
拡
が
っ
た

格
好
だ
。
今
後
に
つ
い
て
は

「
ま
っ
た
く
新
し
い
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
水
曜
開
催

と
は
異
な
る
別
会
場
と
し
て

の
特
色
を
打
ち
出
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

初
の
土
曜
開
催
で
成
約
８
割
超
と
活
況

九
州
中
央
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

セリ前に謝意を示す大峰社長

水曜開催とは異なるまったく新しいＡＡがスタート

Ｊ
Ｕ
札
幌

Ｊ
Ｕ
埼
玉
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

Ｊ
Ｕ
札
幌
（
近
藤
昇
理
事

長
）
は
、
Ｊ
Ｕ
適
正
販
売
店

の
認
定
店
の
拡
大
に
向
け

て
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
会
場
に

特
設
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な

ど
、
独
自
の
展
開
で
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｕ
適
正
販
売
店
の
ブ
ー

ス
は
Ａ
Ａ
会
場
の
２
階
に
設

置
。専
用
の
ノ
ボ
リ
の
ほ
か
、

「
Ｊ
Ｕ
適
正
販
売
店
の
基
礎

知
識
」「
Ｊ
Ｕ
適
正
販
売
店

の
メ
リ
ッ
ト
」
と
い
っ
た
説

明
を
掲
示
し
て
、
こ
の
制
度

を
紹
介
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン

でYouTube

の
「
Ｊ
Ｕ
適

正
販
売
店
と
は
」
を
終
日
流

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
８
月
４
日
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
前
の
セ
レ

モ
ニ
ー
後
に
は
、
指
導
環

境
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
適
正

販
売
店
の
ノ
ボ

リ
旗
を
持
っ
て

登
場
。
北
村
有

司
委
員
長
が

こ
の
制
度
を
紹

介
し
、「
認
定

店
を
１
社
で
も

多
く
増
や
す

こ
と
で
、
Ｊ
Ｕ

シ
ョ
ッ
プ
全
体

の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

今
回
の
Ｊ
Ｕ
札
幌
独
自
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
近
藤
理

事
長
は
、「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

会
場
に
は
多
く
の
会
員
が
集

ま
る
の
で
、
Ｊ
Ｕ
適
正
販
売

店
制
度
の
認
知
を
図
る
に
は

大
変
良
い
機
会
。
こ
う
し
た

Ｐ
Ｒ
を
始
め
て
か
ら
は
早

速
、
認
定
店
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
」
と
手
応
え
を
掴
ん

で
い
る
。

会場の食堂前の特設ブース。メリットなどを分かりやす
く記載（８月４日撮影）

セリ前に指導環境委員会がＰＲ

南
九
州
セ
カ
ン
ド
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

適
正
販
売
店
の
拡
大
へ
独
自
の
Ｐ
Ｒ
展
開

　
　
　
　
　
　

Ａ
Ａ
会
場
に
特
設
ブ
ー
ス
を
設
置

商
組
設
立
46
周
年
＆
青
年
部
会
担
当
Ａ
Ａ

広
域
か
ら
Ｊ
Ｕ
関
係
者
が
来
場
し
賑
わ
う

Ｊ
Ｕ
埼
玉
オ
ー
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
（
佐
藤
誠
社
長
）
は

８
月
29
日
、「
Ｊ
Ｕ
埼
玉
商

組
設
立
46
周
年
記
念
＆
青
年

部
会
担
当
Ａ
Ａ
」
を
開
催
し

た
。

当
日
は
新
規
搬
入
車
を
中

心
に
３
４
８
８
台
集
荷
。
成

約
２
３
３
６
台
、
成
約
率

67
・
０
％
、
単
価
52
万
２
０

０
０
円
の
好
成
果
を
収
め

た
。セ

リ
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
Ｊ
Ｕ
埼
玉
の
添
野
健
理

事
長
は
、
記
念
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
へ
の
多
数
の
出
品
に
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

「
全
国
か
ら
Ｊ
Ｕ
グ
ル
ー
プ

の
役
員
、
青
年
部
会
員
の
皆

様
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
組
合
員
か
ら
も
１
４

１
９
台
と
い
う
多
く
の
出

品
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
吉
田
博
徳
青
年

部
会
長
は
「
北
は
北
海
道
か

ら
西
は
三
重
ま
で
、
青
年
部

の
代
表
が
駆
け
付
け
て
く
れ

た
」
と
、
青
年
部
の
絆
の
強

さ
を
改
め
て
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｕ
を
代
表

し
て
海
津
博
Ｊ
Ｕ
中
販
連

会
長
が
挨
拶
し
、
登
壇
し

た
各
県
の
役
員
、
青
年
部

代
表
者
ら
が
紹
介
さ
れ

た
。取

材
の
席
上
で
Ｊ
Ｕ
埼

玉
Ａ
Ａ
の
佐
藤
社
長
は
、

「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
さ
ら

な
る
活
性
化
、
収
益
向
上

に
向
け
、
若
手
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
が
大
き
な
テ
ー

マ
。
今
後
も
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
く

社
内
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

な
お
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
前

日
に
は
、
さ
い
た
ま
市
内
の

ホ
テ
ル
で
「
前
夜
祭
」
を
開

催
。
広
域
か
ら
１
４
０
名
以

上
が
参
加
す
る
盛
大
な
催
し

と
な
っ
た
。

新規車中心に出品 3500 台規模で開催

前夜祭では役員が登壇
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ユ
ー
・
エ
ス
・
エ
ス
（
Ｕ

Ｓ
Ｓ
、
瀬
田
大
社
長
兼
Ｃ
Ｏ

Ｏ
）
の
名
古
屋
会
場
は
、
こ

の
ほ
ど
デ
ジ
タ
ル
出
品
の
対

象
を
全
コ
ー
ナ
ー
に
拡
大
し

た
。デ

ジ
タ
ル
出
品
は
、
会
員

が
Ｃ
Ｉ
Ｓ
ア
プ
リ
で
車
検

証
の
Ｑ
Ｒ
を
読
み
込
ま
せ
、

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
な
ど
必

要
最
低
限
の
項
目
を
デ
ジ
タ

ル
で
入
力
し
て
車
両
を
搬
入

す
る
も
の
。
会
場
側
で
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
検
査
し

た
後
、
会
員
が
入
力
し
た

デ
ー
タ
と
合
わ
せ
て
出
品
票

が
完
成
す
る
仕
組
み
だ
。

同
会
場
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

出
品
導
入
後
、
プ
ラ
イ
ム
系

コ
ー
ナ
ー
を
中
心
に
徐
々
に

浸
透
。
こ
の
ほ
ど
、
事
故
・

現
状
車
コ
ー
ナ
ー
も
対
象
と

し
た
こ
と
で
、
全
コ
ー
ナ
ー

に
デ
ジ
タ
ル
出
品
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
丸
尾
直
輝

会
場
長
代
行
は
「
手
書
き
の

出
品
票
は
排
気
量
や
年
式
、

グ
レ
ー
ド
な
ど
で
未
だ
に
誤

記
が
見
ら
れ
る
。そ
の
半
面
、

デ
ジ
タ
ル
出
品
票
は
正
確
性

が
高
い
の
で
ク
レ
ー
ム
が
発

生
し
づ
ら
く
、
バ
イ
ヤ
ー
も

安
心
し
て
落
札
で
き
る
」
と

メ
リ
ッ
ト
を
話
す
。
ま
た
、

出
品
会
員
の
入
力
作
業
は
手

書
き
よ
り
も
負
担
が
少
な
い

と
い
う
面
も
あ
り
、
今
後
は

一
層
の
普
及
を
図
っ
て
い
く

考
え
だ
。

一
方
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
名
古
屋
は

９
月
15
日
に
「
40
＋
１
ｓ
ｔ

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
Ａ
Ａ
」
を

盛
大
に
開
催
す
る
。

こ
れ
は
、
第
１
回
Ａ
Ａ
の

開
始
か
ら
41
周
年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念
し
た
大
イ
ベ
ン

ト
。
40
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
か
ら
１
年
と
な
り
「
新

た
な
挑
戦
の
第
一
歩
を
踏
み

出
す
」（
Ｕ
Ｓ
Ｓ
）
と
決
意

を
表
明
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｓ
名
古
屋

15 日の大イベントでは取引き１台でダーツに参加可能

九
州
中
央
オ
ー
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ａ
、

大
峰
高
社
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
グ
ル
ー
プ
全
会
場
で

四
輪
牧
場
の
ス
マ
ホ
ア
プ

リ
「4rin Sm

art Real

」

を
稼
働
し
た
。

こ
の
ア
プ
リ
で
は
、
セ

リ
へ
の
リ
ア
ル
応
札
を
は

じ
め
、
リ
ア
ル
音
声
に
も

対
応
。
さ
ら
に
出
品
車
両

検
索
、
不
在
入
札
、
商
談

申
込
み
、
ワ
ン
プ
ラ
イ
ス

登
録
な
ど
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
売
買
に
必
要
な
ほ
ぼ
す

べ
て
の
機
能
を
備
え
た
。

８
月
19
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
南
九
州
セ
カ
ン
ド
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、全
４
会
場
・

５
Ａ
Ａ
で
利
用
可
能
だ
。

Ｋ
Ｃ
Ａ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
Ａ

Ａ
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
四

輪
牧
場
」
か
ら
の
落
札
が

全
体
の
大
半
を
占
め
る
。

使
い
や
す
さ
と
落
札
手
数

料
の
安
価
さ
な
ど
も
あ
っ

て
、
セ
リ
の
活
性
化
を
支

え
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。

今
回
、
リ
ア
ル
落
札
を
始

め
と
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
、
ア
プ
リ
で
さ
ら
に

手
軽
で
便
利
に
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
一
層
の
利
用

増
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
ア
プ
リ
は

セ
リ
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
開

発
を
行
な
う
ヒ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
ズ
（
大
阪
市
、
高
木

浩
社
長
）
が
提
供
し
た
。タイムラグがないリアル応札が可能。機能も複数用意

当
日
は
、
取
引
き
１
台
か

ら
ダ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
参

加
可
能
で
、
賞
品
に
は
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
や
65
Ｖ
型
４

Ｋ
チ
ュ
ー
ナ
ー
液
晶
テ
レ
ビ

な
ど
を
用
意
。
誰
で
も
賞
品

が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
幅
広
く
謝
意
を
表
し
た

企
画
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
取
引
き
１
台
以

上
の
全
会
員
に
堂
島
ロ
ー
ル

も
進
呈
す
る
。

Ｊ
Ｕ
青
森
（
石
山
英
二
理

事
長
）
は
８
月
８
日
、「
Ｃ

Ａ
Ａ
協
賛
・
ね
ぶ
た
ま
つ
り

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し

た
。こ

れ
は
、
青
森
の
夏
の
風

物
詩
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
の
時

期
に
合
わ
せ
て
毎
年
実
施
し

て
い
る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
。

東
北
を
中
心
に
多
く
の
会
員

が
参
加
し
、
例
年
、
盛
り
上

が
り
を
み
せ
て
い
る
。

セ
リ
前
に
は
石
山
理
事
長

が
「
出
品
目
標
に
掲
げ
て
い

た
３
０
０
台
を
超
え
る
Ａ
Ａ

と
な
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り

と
商
売
に
励
ん
で
い
た
だ

き
、
最
後
ま
で
活
発
な
コ
ー

ル
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。ま

た
、
シ
ー
エ
ー
エ
ー
の

斉
藤
啓
太
社
長
が
「
こ
の
Ａ

Ａ
に
協
賛
し
て
今
年
で
15
回

目
。
Ｊ
Ｕ
青
森
と
は
平
成
14

年
の
提
携
Ａ
Ａ
以
来
、
協
力

体
制
を
一
層
強
固
な
も
の
と

し
て
い
る
。
今
後
も
協
賛
Ａ

Ａ
を
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
、
東
北
の
中
古
車
流
通

活
性
化
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
列
席
し
た
Ｊ
Ｕ

東
北
の
各
県
理
事
長
ら
が
挨

拶
し
た
後
に
セ
リ
が
ス
タ
ー

ト
。
満
席
と
な
っ
た
会
場
に

加
え
、
ネ
ッ
ト
か
ら
も
多
く

が
参
加
し
、
活
気
あ
る
セ
リ

が
展
開
さ
れ
た
。

な
お
、
当
日
の
Ａ
Ａ
結
果

は
、
出
品
３
１
２
台
、
成

約
２
４
１
台
、
成
約
率
77
・

２
％
、
単
価
18
万
２
０
０
０

円
の
好
実
績
を
収
め
た
。

ＪＵ青森恒例のイベントＡＡとして定着

出
品
目
標
を
超
え
成
約
率
77
％

Ｊ
Ｕ
青
森

Ｃ
Ａ
Ａ
協
賛ῒ

ね
ぶ
た
ま
つ
り
Ａ
Ａ

デ
ジ
タ
ル
出
品
を
全
コ
ー
ナ
ー
へ
拡
大

９
月
15
日
に
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
Ａ
Ａ
開
催

「
四
輪
牧
場
」
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
稼
働

全
４
会
場
・
５
Ａ
Ａ
で
利
用
可
能

九
州
中
央
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
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※出品平均台数の前の数字①～⑳は全国順位　※ＵＳＳ四国の実績はＨＡＡ神戸に含む

北海道 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＵＳＳ札幌 4 ⑬ 3,032 +16.8 65.9 -8.5 638 -22
ＴＡＡ北海道 4 784 +16.8 79.1 -4.5 466 +12
ＪＵ札幌 4 701 +8.3 74.3 -0.9 294 -39
ＮＡＡ北海道 1 404 -9.6 61.1 -24.1 309 -11
札幌ＡＡ 3 353 +21.3 58.6 -24.7 351 +54
ホンダ北海道 5 184 -12.0 92.8 -5.0 370 +22
ＪＵ函館 4 101 +2.0 46.4 -18.8 679 -157
ＪＵ室蘭 4 64 +25.5 46.5 +3.0 262 -64
ＪＵ釧路 4 61 -15.3 51.2 -0.9 628 +33
ＪＵ帯広 4 58 +31.8 43.9 -7.7 415 -9
ＪＵ北見 4 49 +48.5 58.4 -13.7 457 +90
ＪＵ旭川 4 35 -2.8 63.8 -15.2 289 +17

ＴＶ・ネット 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

オークネット 5 605 -1.1 40.7 -3.8 1,030 -83

九州・沖縄 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＵＳＳ九州 5 ⑨ 4,061 +10.4 67.1 -4.4 908 -60
ＴＡＡ九州 4 ⑲ 2,088 +24.1 81.3 -3.8 648 +28
ＫＣＡＡ福岡 4 1,769 +44.5 44.8 -5.7 280 +18
ＪＵ福岡 4 1,572 +48.4 54.4 -8.6 255 -10
KCAA 南九州 4 1,318 -5.8 38.9 -0.6 340 -36
ＵＳＳ福岡 4 686 +3.3 57.3 -10.1 757 +156
ＪＵ長崎 1 568 +24.3 49.1 -7.6 156 -23
ＴＡＡ南九州 4 511 +19.4 80.5 +2.6 451 -31
ＮＡＡ福岡 4 471 +31.6 68.8 -21.9 399 +57
ＪＵ大分 2 404 +4.9 84.5 -3.3 93 -29
ホンダ九州 5 377 -1.6 96.3 -1.8 277 -11
ＪＵ沖縄 4 345 +8.2 65.5 -6.8 173 -8
ＪＵ鹿児島 4 319 +16.8 53.3 +0.3 222 -33
いすゞ九州 4 318 +4.3 60.5 -9.5 925 +66
ＪＵ熊本 3 309 -7.2 63.5 -9.7 125 -65
ＪＵ宮崎 3 116 -26.6 70.2 -13.8 182 +47

中四国 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＬＡＡ岡山 4 1,765 +25.4 56.7 -2.7 400 -95
ＴＡＡ広島 4 1,501 +35.1 80.5 -4.6 696 +40
ＵＳＳ岡山 5 1,496 +12.8 77.0 -3.1 480 -89
ＴＡＡ四国 4 1,187 +21.0 83.2 -7.0 376 +42
ＬＡＡ四国 4 1,077 +52.5 48.9 -5.0 319 -84
ＪＵ広島 4 964 +29.4 48.1 -6.6 329 -30
ＫＣＡＡ山口 4 823 +30.2 60.2 -0.3 400 -20
ＪＵ山口 4 310 +7.3 34.2 -15.0 409 -39
ＮＡＡ広島 1 237 +1.3 70.9 -19.7 203 -27
ＪＵ島根 2 236 +23.6 79.0 -8.7 260 +73
ＪＵ鳥取 1 123 -6.1 81.3 +1.1 100 -32
広島ＡＡ 2 114 +0.9 54.8 -15.0 333 -1

近畿 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＨＡＡ神戸 5 ③ 5,442 +29.7 60.8 -9.9 1,101 -40
ＵＳＳ大阪 4 ⑩ 3,970 +22.3 57.4 -5.6 939 +57
ＴＡＡ近畿 4 ⑭ 2,755 +51.7 80.1 -4.5 927 +48
ＭＩＲＩＶＥ大阪 4 ⑯ 2,344 +59.8 77.6 -4.1 537 +63
ＵＳＳ神戸 4 1,853 +10.1 51.8 -8.9 651 +81
いすゞ神戸 4 1,251 +16.8 53.7 -2.4 1,474 -76
ＴＡＡ兵庫 5 1,135 +38.2 75.2 -2.9 780 +55
ベイオーク 4 1,028 +28.2 66.7 -13.6 863 -133
ＩＡＡ大阪 4 773 +13.8 69.6 +1.4 256 +95
ホンダ関西 5 770 -3.9 96.5 -2.1 525 -40
ＮＡＡ大阪 4 565 +18.7 83.0 -10.0 677 +114
ＫＣＡＡ京都 4 484 -12.8 52.8 -1.0 329 -9
ジップ大阪 4 438 +37.3 60.2 -4.7 2,002 +331
ＪＵ奈良 5 306 +12.5 61.1 -0.8 344 -46
日産大阪 5 269 +4.7 89.6 -3.3 221 -4

中部 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＵＳＳ名古屋 4 ② 9,701 +26.1 58.7 -8.4 1,631 -202
ＣＡＡ中部 4 ④ 5,377 +46.6 72.2 -7.3 787 -45
ＪＵ岐阜羽島 AA 5 ⑤ 5,137 +40.2 45.5 -3.5 469 -135
ＪＵ愛知 4 ⑪ 3,619 +17.7 72.0 -6.7 408 -25
ＴＡＡ中部 4 ⑰ 2,226 +32.9 87.2 -1.1 632 +26
ＭＩＲＩＶＥ愛知 4 ⑳ 2,026 +55.2 69.2 +1.4 444 +41
ＵＳＳ静岡 5 1,902 -2.1 60.5 +2.3 407 -71
USS-R 名古屋 4 1,652 +3.5 84.6 -0.9 112 -11
ＪＵ静岡 4 886 +9.9 57.0 +3.6 218 -30
ＣＡＡ岐阜 4 880 -2.2 62.0 -12.2 489 -69
ＪＵ三重 4 749 +34.0 37.6 -4.5 335 -125
ＪＵ福井 2 530 +142.0 60.9 -3.4 218 -36
ＮＡＡ名古屋 4 529 +4.8 86.3 +0.6 394 -28
ホンダ名古屋 5 520 +3.6 88.2 -9.0 521 -4
愛知トヨタ 4 410 +76.0 96.8 +0.1 472 +51
ＳＡＡ浜松 4 392 +8.0 55.5 ± 0.0 640 +46
ＪＵ富山 4 349 +22.9 59.3 -4.5 232 -52
ＪＵ石川 4 331 +23.0 62.0 -8.2 352 -24
ＵＳＳ北陸 5 299 ± 0.0 76.9 -0.1 246 -67

東北 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＴＡＡ東北 4 1,467 +36.7 86.1 -5.0 476 +6
ＪＵ宮城 4 1,300 +10.9 72.4 -5.5 299 -5
ＪＵ福島 4 1,254 +7.0 56.2 -5.4 305 +12
ＵＳＳ東北 4 1,252 +20.6 75.9 -6.7 475 -17
ＣＡＡ東北 4 530 +5.6 70.6 -3.5 337 -7
アライ仙台 4 505 +72.4 89.4 -4.7 198 -113
ホンダ仙台 5 260 +1.2 95.5 -3.5 241 -35
ＪＵ山形 2 196 +7.1 74.0 +1.9 226 -21
ＪＵ青森 2 150 +92.3 79.0 -9.4 169 -47
ＪＵ秋田 3 133 -10.7 83.0 -0.9 97 -31

関東甲信越 回数 出品平均 ( 台 ) 前年比 (%) 成約率 (%) 前年比 (P) 単価 ( 千円 ) 前年比 ( 千円 )

ＵＳＳ東京 4 ① 14,721 +12.6 65.9 -6.9 1,505 -136
ＵＳＳ横浜 4 ⑥ 4,613 +39.7 62.1 -9.6 1,063 +46
ＭＩＲＩＶＥ埼玉 4 ⑦ 4,608 +33.8 75.3 -3.9 450 +48
アライバントラ 5 ⑧ 4,276 +10.5 60.2 -3.6 931 -28
ＴＡＡ横浜 5 ⑫ 3,312 +37.5 88.8 -2.0 981 +59
ＴＡＡ関東 4 ⑮ 2,673 +42.1 84.1 -5.9 799 +39
ＣＡＡ東京 4 ⑱ 2,207 +17.0 70.4 -3.8 646 -91
ＪＵ埼玉 4 1,988 +28.3 53.1 -1.6 511 -72
ＪＡＡ 4 1,503 +25.5 46.1 -8.6 897 -73
アライ総合機械 4 1,430 +38.4 67.1 +2.1 566 -279
ＪＵ千葉 4 1,407 +25.8 68.6 +11.2 458 +16
アライﾍﾞｲｻｲﾄﾞ 4 1,382 +31.2 80.3 -7.5 542 +14
ＪＵ東京 5 1,317 +4.4 56.5 -9.0 366 -30
ＵＳＳ群馬 5 1,096 +34.6 62.0 -10.7 493 -80
ＵＳＳ新潟 4 1,027 +21.8 52.7 -12.3 402 -43
ホンダ東京 5 1,018 +18.6 94.0 -4.2 422 -63
ＪＵ群馬 4 921 +19.8 58.5 -7.3 307 -112
ＪＵ新潟 4 890 +24.1 65.4 -8.0 257 -12
ＪＵ神奈川 4 881 +34.5 50.0 -9.5 438 +13
ＵＳＳ埼玉 4 867 +14.1 78.5 +13.8 336 -80
ＮＡＡ東京 4 856 +62.4 66.7 -22.5 542 +42
ヒーロー 4 816 +9.1 62.3 -7.8 360 +23
ＪＵ栃木 4 667 +36.1 41.9 +7.1 182 -164
アライ小山 4 輪 4 666 +26.9 83.3 -8.4 363 +38
いすゞ東京 4 586 +2.4 49.8 +1.2 1,612 -125
ＪＵ茨城 4 558 +13.4 56.2 -1.3 350 -5
ジップ東京 5 372 +24.8 55.4 -0.3 1,836 +137
ＪＵ長野 4 371 +12.8 38.9 -1.4 214 -64
ＪＵ山梨 5 54 +14.9 43.7 -5.0 205 +28

開催回数 出品台数 成約台数 成約率 (％ ) 成約金額 ( 千円 ) 平均単価 ( 千円 )

企業系
180 407,293 261,360 64.2 231,686,000 886 

-6 開催 +16.2% +7.1% -5.4 ﾎﾟｲﾝﾄ -1.9% -82 千円

メーカー系
121 122,362 100,118 81.8 69,877,302 698 

+6 開催 +29.7% +24.2% -3.6 ﾎﾟｲﾝﾄ +28.0% +21 千円

ＪＵ系
149 122,452 69,409 56.7 24,985,828 360 

-14 開催 +17.3% +7.8% -5.0 ﾎﾟｲﾝﾄ -1.7% -35 千円

合　計
450 652,107 430,887 66.1 326,549,130 758 

-14 開催 +18.7% +10.8% -4.7 ﾎﾟｲﾝﾄ +3.3% -55 千円
※オークション実績の無断転載、二次利用は固くお断りします。

2023年７月

※下段は前年同月比

１開催平均の出品ベスト１０
① ＵＳＳ東京 14,721
② ＵＳＳ名古屋 9,701
③ ＨＡＡ神戸 5,442
④ ＣＡＡ中部 5,377
⑤ ＪＵ岐阜羽島 AA 5,137
⑥ ＵＳＳ横浜 4,613
⑦ ＭＩＲＩＶＥ埼玉 4,608
⑧ アライバントラ 4,276
⑨ ＵＳＳ九州 4,061
⑩ ＵＳＳ大阪 3,970
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ベ
ト
ナ
ム
人
の
受
入
れ

体
制
の
構
築

ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ヨ
タ
南
海

ハ
イ
フ
ォ
ン
で
は
、
現
地
で

採
用
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
サ

ポ
ー
ト
の
た
め
事
務
局
を
設

立
し
て
い
る
。
日
本
へ
の
入

国
準
備
な
ど
も
含
め
、
現
地

講
師
が
ベ
ト
ナ
ム
語
と
日
本

語
で
説
明
を
行
な
っ
て
い

る
。一

方
、
日
本
側
で
の
ベ
ト

ナ
ム
人
の
受
け
入
れ
体
制
は

ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
っ
た

の
か
？

同
社
サ
ー
ビ
ス
部

（
技
術
教
育
業
務
改
善
室
）

の
中
村
氏
は
「
２
０
１
７
年

よ
り
、
日
本
の
整
備
専
門
校

を
卒
業
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の

採
用
を
開
始
し
て
お
り
、
受

け
入
れ
当
時
よ
り
ベ
ト
ナ
ム

人
エ
ン
ジ
ニ
ア
向
け
の
研
修

を
行
な
い
、
よ
り
理
解
を
深

め
る
よ
う
都
度
、
見
直
し
を

し
な
が
ら
研
修
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
を
含

め
た
12
名
が
海
外
の
ト
ヨ
タ

自
動
車
に
出
向
し
て
お
り
、

そ
こ
で
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

教
育
な
ど
の
経
験
を
積
ん
で

い
ま
す
」
と
語
る
。

言
葉
の
壁
に
関
し
て
は
、

日
本
の
本
社
で
の
集
合
教
育

は
、
基
本
的
に
日
本
語
で
の

研
修
を
行
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
。

「
聞
く
こ
と
が
苦
手
な
人
が

多
い
で
す
が
、
比
較
的
、
読

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

ワ
ー
ド
で
日
本
語
の
説
明
を

打
ち
出
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
な
が
ら
理
解
で
き
る
ま

で
時
間
を
か
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
私
自
身
が
翻
訳
機

能
を
使
い
、
片
言
の
ベ
ト
ナ

ム
語
で
場
を
和
ま
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
店
舗
で
は
、

メ
モ
に
書
い
て
説
明
し
て
く

れ
て
い
た
り
、翻
訳
ア
プ
リ
、

携
帯
で
の
音
声
を
録
音
し
て

自
習
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も

い
ま
す
」。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
業
務
、

そ
し
て
生
活

ベ
ト
ナ
ム
人
は
３
級
整
備

士
を
め
ざ
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ
内
で

大
阪
府
自
動
車
整
備
振
興
会

の
認
定
を
取
得
し
（
第
15
分

教
場
）、
10
月
か
ら
３
月
ま

で
の
６
ヵ
月
間
、
自
社
育
成

を
行
な
っ
て
い
る
。

本
来
は
、
振
興
会
で
の
講

習
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ

で
は
自
社
ト
レ
ー
ナ
ー
が
講

師
と
し
て
講
習
を
実
施
し
て

い
る
た
め
、
普
段
の
研
修
や

業
務
の
内
容
か
ら
個
々
の
苦

手
な
部
分
、
得
意
な
部
分
を

把
握
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
行
な

え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

研
修
に
か
け
る
時
間
は
日

本
人
よ
り
多
少
、
長
く
な
っ

て
し
ま
う
が
、
基
本
的
に
は

同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
む

こ
と
に
な
る
。
日
本
人
の
高

卒
で
あ
れ
ば
、
入
社
後
す
ぐ

に
ト
ヨ
タ
資
格
（
Ｇ
４
）
の

学
習
を
開
始
し
、
１
年
ま
た

は
半
年
の
実
務
経
験
を
経

て
、
国
家
３
級
の
研
修
が
開

始
さ
れ
る
。
並
行
し
て
ト
ヨ

タ
資
格
（
Ｇ
３
）
の
研
修
も

進
ん
で
い
く
。

ベ
ト
ナ
ム
人
の
業
務
は
、

日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
、
点

検
や
車
検
業
務
が
メ
イ
ン
と

な
る
。
順
次
、
国
家
３
級
、

２
級
、
自
動
車
検
査
員
資
格

を
取
得
し
て
も
ら
い
、
将
来

は
自
動
車
検
査
員
と
し
て
、

管
理
を
含
め
た
業
務
に
携

わ
っ
て
も
ら
う
予
定
だ
。

単
身
で
来
日
し
て
い
る
ベ

ト
ナ
ム
人
は
、
ル
ー
ム
シ
ェ

ア
し
て
お
互
い
に
生
活
の
助

け
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。家
族
帯
同
の
人
は
、

ほ
か
の
ベ
ト
ナ
ム
人
の
近
く

に
住
居
を
構
え
て
生
活
し
て

い
る
。

人
材
の
循
環
を
め
ざ
す

ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ

と
、
ト
ヨ
タ
南
海
ハ
イ
フ
ォ

ン
（
現
地
法
人
）
の
双
方
が

タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
で
、
人

材
の
循
環
が
行
な
え
る
よ
う

な
体
制
を
構
築
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
に

と
っ
て
継
続
し
た
長
期
的
な

就
業
が
可
能
と
な
る
。

ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ
の

国
内
各
店
舗
で
は
、
日
本
の

自
動
車
整
備
学
校
に
留
学

し
、
２
級
整
備
士
資
格
を
取

得
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
働
い
て
い
る
。

彼
ら
が
日
本
に
骨
を
埋
め

る
か
は
分
か
ら
な
い
。
自
国

に
帰
国
す
る
可
能
性
も
大
き

い
。
そ
の
際
に
は
、
幹
部
候

補
と
し
て
、
同
社
が
ベ
ト
ナ

ム
に
設
立
し
た
子
会
社
（
現

地
法
人
）
で
あ
る
ト
ヨ
タ
南

海
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
送
り
込

み
、
日
本
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

働
い
て
培
っ
た
高
い
整
備
技

術
、
日
本
流
の
接
客
サ
ー
ビ

ス
を
現
地
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に

伝
承
し
て
い
く
役
割
を
担
え

る
こ
と
に
な
る
。

一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で
採

用
さ
れ
、
彼
ら
の
教
育
を
受

け
た
ベ
ト
ナ
ム
人
整
備
士
候

補
が
日
本
で
３
級
、
２
級
整

備
士
資
格
、
日
本
語
能
力
Ｎ

２
、
自
動
車
運
転
免
許
の
取

得
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
日
本

の
ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ
で

働
く
。

ベ
ト
ナ
ム
人
た
ち
の
懸
念

と
し
て
、
外
国
人
と
し
て
の

出
世
の
限
界
、
そ
し
て
入
社

後
の
将
来
の
不
安
が
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
も
、
期
待

す
る
役
割
、
母
国
や
海
外
と

の
関
わ
り
、
最
終
的
な
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
の
可
能
性

を
示
す
必
要
が
あ
る
。

ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ
が

構
築
し
て
い
る
循
環
型
人
材

活
用
に
よ
り
、
双
方
が
ウ
ィ

ン
ウ
ィ
ン
と
な
り
、
長
期
的

就
業
が
実
現
で
き
る
体
制
を

め
ざ
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
と
の
共
存
共
栄

サ
ー
ビ
ス
部
（
技
術
教
育

業
務
改
善
室
）
で
ベ
ト
ナ
ム

人
の
教
育
を
担
当
す
る
中
村

氏
は
、
日
本
に
来
た
ベ
ト
ナ

ム
人
全
員
が
、
日
本
の
自
動

車
整
備
技
術
を
身
に
着
け
、

整
備
士
資
格
を
取
得
し
、
自

動
車
検
査
員
を
め
ざ
し
て
欲

し
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人

そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
わ
せ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
彼
ら
が
自
ら

や
り
た
い
分
野
で
活
躍
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

日
本
で
活
用
し
て
い
る
ベ

前回に引き続き、トヨタ南海グループから「外国人受け入れ体制の作り方」、さらには「日
本にきた外国人の教育方法」などをインタビューした。優秀な外国人に、就労先として日本
を選んでもらえるか考えなくてはいけないタイミングにきている。日本の企業は「選ぶ」で
はなく「口説く」という姿勢を忘れてはいけない。

外国人整備人材と共存共栄する時代
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ト
ナ
ム
人
の
課
題
に
つ
い
て

は
「
一
番
は
日
本
語
だ
と
思

い
ま
す
。そ
の
対
策
と
し
て
、

現
場
で
使
用
す
る
日
本
語
の

一
覧
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

れ
を
日
本
語
教
育
の
中
に
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。
南
海
で

の
採
用
者
に
つ
い
て
は
、
大

阪
弁
の
説
明
も
行
な
い
ま

す
。
留
学
生
と
比
べ
る
と
日

本
語
能
力
が
低
い
た
め
、
同

じ
感
覚
で
話
を
す
る
と
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
困
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く
り

話
す
、
ス
マ
ホ
の
翻
訳
を
使

う
、
書
い
て
見
せ
る
、
録

音
し
て
勉
強
さ
せ
る
な
ど
、

色
々
な
方
法
で
対
応
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も

日
本
語
で
相
談
で
き
な
い
こ

と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
現
地
の
日
本
語
の
先
生

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
の

情
報
を
日
本
人
事
務
局
が
管

理
し
、
対
応
し
て
い
ま
す
」

（
中
村
氏
）。

さ
ら
に
「
す
べ
て
の
新
入

社
員
に
言
え
る
こ
と
で
す

が
、
丁
寧
に
指
導
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

南
海
で
は
、
と
く
に
良
く
し

て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
を
好

事
例
と
し
て
全
社
展
開
を
行

な
い
、
さ
ら
に
良
く
し
て
い

こ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
語
る
。

ト
ヨ
タ
南
海
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
は
、
日
本
の
自
動

車
企
業
で
今
後
、
外
国
人
を

活
用
し
て
い
く
た
め
に
参
考

に
な
る
事
例
と
な
ろ
う
。
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なるほど！
この車種はルーフレールのあり・なしを見なきゃ
いけないのか！これを知らずに査定はできないね。
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メーカー 車種 車種系統名 内容 発表日
ミツオカ ミツオカヒミコ ２代目（ＮＤ系） ＳＣ ７月２０日
レクサス ＲＸ ３代目（Ａ１０系） 改良 ７月２７日
レクサス ＲＸ＿ＰＨＥＶ １代目（Ｈ１０系） 改良 ７月２７日
レクサス ＲＸハイブリッド ３代目（Ｈ１０系） 改良、追加 ７月２７日
ニッサン フェアレディＺクーペ２シーター ７代目（ＲＺ３４系） ＳＣ、特別 ８月１日
ニッサン スカイラインセダン １３代目（Ｖ３７系） 特別 ８月８日

国産車（7/20 ～ ）

メーカー 車種 車種系統名 内容 発表日
フォルクスワーゲン ＶＷゴルフＲ ２代目（ＣＤ系） 特別 ７月１９日
フィアット フィアット５００、５００Ｃ ３代目（３１２系） 特別 ７月２０日
シトロエン シトロエンＣ３ ３代目（Ｂ６系） 特別 ７月２７日
アウディ アウディＳＱ７ １代目（４Ｍ系） ＮＲ ７月３１日
アウディ アウディＳＱ８ １代目（Ｆ１系） ＮＲ ７月３１日
ボルボ ボルボＸＣ６０ ２代目（ＵＢ／ＵＤ系） 改良 ８月２日
ボルボ ボルボＸＣ９０ ２代目（ＬＢ／ＬＤ系） 改良 ８月２日
ＢＭＷミニ ＢＭＷミニクロスオーバー ２代目（Ｆ６０系） 特別 ８月３日
アルファロメオ アルファロメオトナーレ １代目（ＡＶ系） 追加、特別 ８月３日
プジョー プジョー２００８ ２代目（Ｐ２系） 特別 ８月７日
プジョー プジョー２０８＿５ＨＢ ２代目（Ｐ２１系） 特別 ８月７日
プジョー プジョー３０８＿５ＨＢ ３代目（Ｐ５系） 特別 ８月９日

輸入車（7/19 ～ ）

新車情報トレトレ

主要諸元
全 長 × 全幅 × 全高：4835mm × 1820mm × 1440mmm、
ホ イ ー ル ベ ー ス：2850mm、トレッド (Fr / Rr)：1540mm / 
1560mm、最低地上高：130mm、車両重量：1760kg、最小回
転半径：5.6m、乗車定員：5 名、駆動方式：後輪駆動、エンジン：
V 型 6 気筒 DOHC 筒内直接燃料噴射 (VR30DDTT)、排気量：
2997cc、最高出力：309kW(420ps)/6400rpm、最大トルク：550N・m/2800-4400rpm、使用燃料 / タンク容量：
無鉛プレミアムガソリン /80L、変速機：マニュアルモード付フルレンジ電子制御 7 速 AT、主ブレーキ (Fr / Rr)：
ベンチレーテッドディスク / ベンチレーテッドディスク、タイヤサイズ (Fr ＆ Rr)：245/40R19 ＆ 265/35R19、サ
スペンション (Fr / Rr)：独立懸架ダブルウィッシュボーン式 / 独立懸架マルチリンク式

８
月
１
日
、
日
産
は
フ
ェ

ア
レ
デ
ィ
Ｚ
に
最
上
級
モ
デ

ル
と
な
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
を
追

加
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

レ
ー
ス
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
た
技
術
を
取
り
込
ん
だ

専
用
エ
ア
ロ
バ
ン
パ
ー
に
加

え
、
フ
ェ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
、

リ
ア
ス
ポ
イ
ラ
ー
、
リ
ア
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
な
ど
を
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
専
用
に
開
発
、
ノ
ー
マ

ル
比
で
空
力
性
能
を
向
上
さ

せ
て
い
る
。

フ
ロ
ン
ト
グ
リ
ル
の
メ
ッ

シ
ュ
は
、
２
０
２
４
モ
デ
ル

の
Ｇ
Ｔ
―
Ｒ
と
同
じ
通
風
抵

抗
の
少
な
い
設
計
と
し
て
、

冷
却
効
率
が
向
上
し
た
。
エ

ン
ジ
ン
に
も
手
が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
最
高
出
力
は
４
２

０
PS
、
最
大
ト
ル
ク
は
５
２

０
Ｎ
ｍ
。
ま
さ
に
「
歴
代
最

強
の
Ｚ
」
と
い
え
る
仕
上
が

り
だ
。

そ
の
一
週
間
後
の
８
月
８

日
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
４
０
０

Ｒ
の
限
定
車
「
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
」
も
発
表
、

限
定
１
０
０
０
台
で
９
月
上

旬
よ
り
発
売
す
る
。ま
た「
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
リ

ミ
テ
ッ
ド
」
も
１
０
０
台
限

定
で
、
こ
ち
ら
は
２
０
２
４

年
夏
に
発
売
す
る
と
い
う
。

２
０
１
４
年
２
月
に
デ

ビ
ュ
ー
し
、
19
年
に
は
世
界

初
の
高
速
道
路
本
線
上
で
の

手
放
し
走
行
を
可
能
と
し
た

「
プ
ロ
パ
イ
ロ
ッ
ト
２
・
０
」

を
搭
載
（
現
在
は
廃
止
）
し

た
現
行
の
Ｖ
37
型
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
。
日
産
で
唯
一
の
４
ド

ア
セ
ダ
ン
と
な
っ
て
し
ま

い
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
も
こ
の

ま
ま
ひ
っ
そ
り
終
売
か
と
思

わ
れ
て
い
た
が
、
10
年
目
に

し
て
走
り
に
特
化
し
た
モ
デ

ル
が
限
定
販
売
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

エ
ク
ス
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

で
目
を
引
く
の
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
が
レ
ー
ス
で
培
っ
た
空

力
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
折
り
込

ん
だ
前
後
の
ド
迫
力
な
エ
ア

ロ
バ
ン
パ
ー
だ
。
フ
ロ
ン
ト

フ
ェ
ン
ダ
ー
の
両
サ
イ
ド
に

は
、
ス
カ
Ｇ
や
ハ
コ
ス
カ
時

代
に
あ
っ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
を

オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
Ｇ
Ｔ
エ
ン

ブ
レ
ム
が
装
着
さ
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
も
Ｇ
Ｔ
５
０
０

用
エ
ン
ジ
ン
に
携
わ
っ
た
開

発
者
が
、
同
じ
開
発
設
備
で

手
組
み
に
よ
る
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
を
施
し
、
最
高
出
力
は
４

０
５
PS
か
ら
４
２
０
PS
に
、

最
大
ト
ル
ク
も
４
７
５
Ｎ
ｍ

か
ら
５
５
０
Ｎ
ｍ
ま
で
大
幅

に
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
お
よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ

Ｔ
＋
モ
ー
ド
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
専
用
チ
ュ
ー
ン
ま
で
施
さ

れ
、
抜
群
の
レ
ス
ポ
ン
ス
に

仕
上
げ
た
そ
う
だ
。

ま
た
、
軽
量
化
と
走
り
の

し
な
や
か
さ
を
出
す
た
め
、

４
０
０
Ｒ
の
標
準
で
あ
る
ラ

ン
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
か
ら

ノ
ー
マ
ル
の
高
性
能
タ
イ
ヤ

に
変
更
し
た
ほ
か
、
リ
ア
タ

イ
ヤ
の
幅
を
20
㎜
拡
大
。
こ

の
高
性
能
タ
イ
ヤ
に
合
わ

せ
、
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
ス

タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
に
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
専
用
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

が
施
さ
れ
る
そ
う
。
Ｖ
37
史

上
、
最
上
級
の
ス
ポ
ー
ツ
セ

ダ
ン
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

価
格
は
フ
ェ
レ
デ
ィ
Ｚ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
が
９
２
０
万

円
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｍ
Ｏ
が
７
８
８
万
円
、
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
リ
ミ

テ
ッ
ド
が
９
４
７
万
円
。
ど

ち
ら
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
の

設
定
が
な
い
の
は
非
常
に
残

念
だ
が
、
最
後
の
ピ
ュ
ア
ガ

ソ
リ
ン
後
輪
駆
動
車
と
し
て

の
希
少
性
は
高
く
、
完
売
は

必
至
だ
ろ
う
。

（
自
動
車
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

吉
川
賢
一
）

フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
О
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｍ
О
が
登
場

フェアレディZ NISMO

スカイラインNISMO

ピ
ュ
ア
ガ
ソ
リ
ン

   
後
輪
駆
動
車
２
台
が
そ
ろ
い
踏
み

駆動 エンジン グレード ミッション 価格（税込）
2WD VR30DDTT NISMO 9M-ATx ¥9,200,400

駆動 エンジン グレード ミッション 価格（税込）

2WD
VR30DDTT

（NISMO 専用
チューン）

NISMO 7M-ATx

¥7,880,400
RECARO シート＋
カーボン製フィ
ニッシャー装着

¥8,470,000

NISMO リミテッド ¥9,479,800

フェアレディ Z　NISMO

スカイライン NISMO

主要諸元
全長 × 全幅 × 全高：4410mm × 1870mm × 1315mmm、ホイー
ルベース：2550mm、トレッド (Fr / Rr)：1570mm / 1580mm、
最低地上高：125mm、車両重量：1680kg、最小回転半径：5.2m、
乗車定員：2 名、駆動方式：後輪駆動、エンジン：V 型 6 気筒
DOHC 筒内直接燃料噴射 (VR30DDTT)、排気量：2997cc、最高
出力：309kW(420ps)/6400rpm、最大トルク：520N・m/2000-5200rpm、WLTC モード燃費：9.2km/L、使用燃
料 / タンク容量：無鉛プレミアムガソリン / 62L、変速機：マニュアルモード付フルレンジ電子制御 9 速 AT、主
ブレーキ (Fr / Rr)：ベンチレーテッドディスク / ベンチレーテッドディスク、タイヤサイズ (Fr ＆ Rr)：255/40R19 
＆ 285/35R19、サスペンション (Fr / Rr)：ダブルウィッシュボーン式 / マルチリンク式
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金曜日は
愛知の日

木曜日は
大阪の日

水曜日は
埼玉の日

新規入会 好評受付中！
お申込みはWEBからかんたん手続き！
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基盤代替コラム
キバン博士の

基
盤
代
替
に
携
わ
っ
て
12

年
、
キ
バ
ン
博
士
が
お
送
り

す
る
基
盤
代
替
コ
ラ
ム
。

8
回
目
の
今
回
は
「
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
が
テ
ー
マ
で

す
。代

替
サ
イ
ク
ル
を
7
年
と

考
え
る
と
1
年
間
で
の
代
替

率
は
約
14
％
。
皆
さ
ん
の
基

盤
客
の
う
ち
、
1
年
間
で

14
％
の
お
客
様
が
「
ど
こ
か

で
」
代
替
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
14
％
の
代
替
率
を
自

社
で
代
替
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
我
々
は
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
わ
け
で

す
。前

に
も
お
話
し
ま
し
た

が
、
そ
の
基
盤
代
替
で
一
番

難
し
い
の
が
代
替
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
つ
か
む
こ
と
。

接
触
頻
度
を
高
め
る
こ
と

で
、
あ
る
程
度
つ
か
む
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
基
盤
数
が

多
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ

れ
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

「
も
し
代
替
希
望
の
人
が
誰
か

分
か
れ
ば
、
効
果
的
に
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
の
に
…
…
」
と

お
考
え
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
実
は
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
す
。

基
盤
の
お
客
様
と
必
ず
顔

を
合
わ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
、
す

な
わ
ち
車
検
の
と
き
に
、「
次

回
も
車
検
の
ご
予
定
で
す

か
？
」
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
？

実
際
、
あ
る
店
舗
で
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
た
と
こ
ろ
、
次
も
車
検

と
は
っ
き
り
回
答
し
た
方
は

80
％
、
残
り
20
％
が
次
の
車

検
ま
で
の
間
に
乗
り
替
え
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
回
答
し

た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
20
％
の
人
が

全
て
乗
り
替
え
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
し
、
次
の
車
検

ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら

2
年
間
の
い
つ
乗
り
替
え
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
と
は

い
え
、
基
盤
全
体
の
20
％
で

あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
も
可
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

２
０
０
０
件
の
基
盤
で
あ

れ
ば
４
０
０
件
、
デ
ィ
ー

ラ
ー
で
あ
れ
ば
、
ベ
テ
ラ
ン

営
業
マ
ン
一
人
の
管
理
顧
客

ターゲティングが成否を分ける
　基盤代替、提案すべき基盤客とは︖

Vol.8

数
程
度
と
な
り
ま
す
。

個
人
で
フ
ォ
ロ
ー
し
よ
う

と
す
る
と
難
し
い
数
で
も
、

店
舗
と
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
は

可
能
で
す
。

例
え
ば
、
４
０
０
件
に
対

し
、
無
料
の
オ
イ
ル
交
換
の

Ｄ
Ｍ
を
お
送
り
し
て
来
店
誘

致
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
か
？

「
3
ヵ
月
」
に
1
回
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
称
し
て
買
取
り
Ｄ

Ｍ
を
お
送
り
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

半
年
に
1
回
で
あ
れ
ば

1
ヵ
月
に
70
件
、
こ
の
方
々

に
連
絡
を
し
て
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
は
、
で
き
な
い
こ

と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
４
０
０
件

の
お
客
様
を
よ
く
見
直
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

13
年
目
を
迎
え
る
車
、
タ

イ
ヤ
が
寿
命
を
迎
え
る
車
、

フ
ル
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
予
定

の
車
…
…
な
ど
、
皆
さ
ん
で

あ
れ
ば
提
案
の
切
り
口
が
見

え
て
く
る
は
ず
で
す
。

提
案
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
見

え
て
く
れ
ば
、
内
容
も
は
っ

き
り
し
、
効
果
も
上
が
る
は

ず
。

「
ま
ず
は
口
説
く
相
手
を

は
っ
き
り
さ
せ
よ
、
さ
す
れ

ば
道
は
見
え
て
く
る
」で
す
。
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基
本
の
基
本
編
「
商
談
と
は
何
ぞ
や
？
」

最
強
買
取
店
レ
ク
チ
ャ
ー

  
石
沢
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
伝
え
る
商
談
テ
ク
ニ
ッ
ク

今
号
で
は
、
石
沢
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
そ
も
そ
も
商
談
と
は
何
な
の
か
？
」
を
教
え
て
く
れ

る
。
商
談
の
基
本
の
基
本
レ
ク
チ
ャ
ー
を
お
伝
え
し
よ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
使
い
こ
な
す
若
手
が
増
え
、
そ
も
そ
も
「
商
談
と
は
何
な
の
か
？
」
を
知
ら
な
い
人
が
多
い

と
、
石
沢
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
話
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
商
談
と
は
何

ぞ
や
？

を
基
本
か
ら
理
解
す
る
と
、
他
社
に
負
け
な
い
強
い
営
業
マ
ン
に
な
れ
る
と
も
話
し

て
く
れ
た
。
そ
れ
で
は
基
本
の
基
本
編
と
し
て
お
伝
え
す
る
の
で
、
皆
様
も
今
一
度
「
商
談
と

は
何
ぞ
や
？
」
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
て
欲
し
い
。

記
者
「『
商
談
と
は
何
ぞ
や
？
』

基
本
の
基
本
編
と
い
う
こ
と

で
、
ど
う
い
う
内
容
な
ん
で
す

か
？
」

石
沢
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
以
下
、

石
沢
Ｍ
）「
そ
う
で
す
ね
、ツ
ー

ル
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
必
要
な
の

で
す
が
、
そ
れ
は
木
で
い
う
な

ら
ば
枝
葉
に
な
り
ま
す
。
基
本

は
幹
、
営
業
マ
ン
の
マ
イ
ン
ド

や
質
は
根
と
い
う
感
じ
で
す
か

ね
。
根
っ
こ
が
腐
っ
て
い
れ
ば

木
は
枯
れ
ま
す
ね
。
よ
う
は
営

業
マ
ン
の
質
が
悪
い
、
つ
ま
り

不
潔
だ
っ
た
り
、
だ
ら
し
な
い

服
装
だ
っ
た
り
す
る
と
、
ど
ん

な
に
商
談
を
理
解
し
て
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
て
も
、
成

約
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
」

記
者
「
な
る
ほ
ど
」

石
沢
Ｍ
「
今
回
、
そ
の
根
っ
こ

の
部
分
は
割
愛
し
て
、
商
談
の

基
本
を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。
こ
の
基
本
の
部
分
、
つ
ま

り
顧
客
心
理
を
よ
く
理
解
し
な

い
と
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
小
手
先

の
技
術
の
効
果
が
薄
く
な
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

記
者
「
も
う
少
し
わ
か
り
や
す

く
お
願
い
し
ま
す
」

石
沢
Ｍ
「
例
え
ば
Ｍ
さ
ん
（
記

者
）
の
好
き
な
女
性
の
話
で
例

え
て
み
ま
し
ょ
う
か
」

記
者
「
い
や
い
や
い
や
い
や

…
…
」

石
沢
Ｍ
「
ま
ず
は
女
性
を
デ
ー

ト
に
誘
う
と
し
ま
し
ょ
う
。

根
っ
こ
の
部
分
で
あ
る
清
潔
感

が
な
く
、
不
潔
に
見
え
た
り
、

口
臭
が
あ
っ
た
り
は
こ
の
時
点

で
ア
ウ
ト
で
す
ね
」

記
者
「
何
で
こ
っ
ち
を
見
る
ん

す
か
？
（
汗
）」

石
沢
Ｍ
「
相
手
を
見
て
話
し
て

い
る
だ
け
で
す
よ
。
大
丈
夫
で

す
よ(

笑)

。
そ
こ
は
ま
ず
大

丈
夫
と
し
て
、
女
心
を
理
解
し

な
い
で
、
お
い
し
い
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
の
店
を
調
べ
て
み
た

り
、
は
や
り
の
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
を
調
べ
た
り
と
か
。
こ
れ
は

技
術
、
枝
葉
の
部
分
に
な
り
ま

す
ね
。そ
の
前
の
幹
の
部
分
は
、

『
何
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
』

と
い
う
相
手
の
心
を
理
解
す
る

こ
と
、
つ
ま
り
デ
ー
ト
に
誘
う

と
い
う
商
談
の
基
本
の
部
分
と

な
り
ま
す
」

記
者
「
な
る
ほ
ど
」

石
沢
Ｍ
「
幹
に
は
『
相
手
の
心

（
の
動
き
）を
知
る
』の
ほ
か
に
、

そ
の
手
前
で
『
そ
の
心
を
知
ら

せ
て
も
よ
い
相
手
で
あ
る
認
識

を
持
た
せ
る
』、
そ
し
て
『
物

事
の
順
番
（
タ
イ
ミ
ン
グ
）
を

知
る
』
と
い
う
こ
と
も
大
事
な

幹
の
要
素
に
な
り
ま
す
」

記
者
「
な
ん
と
な
く
わ
か
り
ま

す
」

石
沢
Ｍ
「
先
ほ
ど
の
女
性
を

デ
ー
ト
に
誘
う
例
で
は
、
こ
の

３
つ
の
幹
の
要
素
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

記
者
「
と
く
に
順
番
は
大
切
で

す
よ
ね
。
わ
か
り
ま
す
」

石
沢
Ｍ
「
理
解
し
て
い
た
だ
け

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
で
は
な

ぜ
Ｍ
さ
ん
は
独
身
な
の
か
…
…

(

笑)

」

記
者
「
い
や
い
や
い
や
…
…
」

石
沢
Ｍ
「
3
つ
の
幹
の
前
に
、

ま
ず
商
談
を
し
な
け
れ
ば
何
も

起
き
ま
せ
ん
か
ら
」

記
者
「
…
…
」

石
沢
Ｍ
「
さ
て
、
こ
の
基
本
の

基
本
の
知
識
は
、
買
取
商
談
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
商
談

に
当
て
は
ま
り
ま
す
。
し
っ
か

り
理
解
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」

記
者
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」

石
沢
Ｍ
「
ま
ず
、
商
談
と
い
い

ま
す
が
、
必
ず
商
談
に
は
目
的

が
あ
り
ま
す
。
わ
か
り
ま
す
よ

ね
」

記
者
「
目
的
？

で
す
か
…
…

ん
〜
、
契
約
す
る
と
か
…
…
」

石
沢
Ｍ
「
そ
の
通
り
！

素
晴

ら
し
い
で
す
。
商
談
の
目
的
は

『
契
約
』
に
な
り
ま
す
。
契
約

が
目
的
で
は
な
い
商
談
は
な
い

の
で
す
。
先
ほ
ど
の
女
性
の
話

で
は
『
契
約
』
は
『
デ
ー
ト
の

誘
い
を
受
け
入
れ
る
』
に
な
り

ま
す
。
契
約
書
が
契
約
の
す
べ

て
で
は
な
い
の
で
す
」

記
者
「
よ
く
わ
か
り
ま
す
」

石
沢
Ｍ
「
商
談
の
目
的
は
、
契

約
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
目
的
が

い
つ
も
達
成
で
き
る
の
か
と
い

う
と
、そ
う
で
は
な
い
で
す
ね
。

契
約
で
き
な
い
商
談
も
多
数
、

存
在
し
ま
す
か
ら
」

記
者
「
成
約
率
と
か
あ
り
ま
す

か
ら
ね
」

石
沢
Ｍ
「
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん

は
ど
う
や
っ
た
ら
成
約
に
な

る
の
か
？
を
考
え
が
ち
で
す
。

そ
れ
で
は
な
か
な
か
解
決
で
き

ま
せ
ん
」

記
者
「
違
う
の
で
す
か
？
」

石
沢
Ｍ
「
は
い
、
違
い
ま
す
。

逆
説
的
に
考
え
て
み
て
欲
し
い

で
す
。
つ
ま
り
、『
成
約
で
き

な
い
こ
と
』
に
焦
点
を
合
わ
せ

る
の
で
す
。
要
す
る
に
成
功
で

は
な
く
失
敗
に
着
目
す
る
の
で

す
」

記
者
「
ん
ん
〜
、
難
し
い
で
す

ね
…
…
」

石
沢
Ｍ
「
ま
た
例
題
で
お
伝
え

し
ま
す
ね
。
Ｍ
さ
ん
が
『
ど
う

や
っ
た
ら
結
婚
で
き
る
か
』
で

は
な
く
『
な
ぜ
結
婚
で
き
な
い

の
か
』
を
考
え
、
そ
の
要
素
を

潰
す
の
で
す(

笑)

」

記
者
「
ま
た
〜
、出
ま
し
た
ね
、

も
う
〜
。
で
も
理
解
し
や
す
い

で
す
ぅ
（
苦
笑
）」

石
沢
Ｍ
「(

笑)

で
は
そ
う
い

う
視
点
で
、
商
談
の
基
本
の
基

本
を
勉
強
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」次

号
で
は
、
商
談
の
基
本
の

基
本
と
し
て
「
商
談
が
成
約
に

な
ら
な
い
理
由
」
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
解
説
し
て
い
き
ま

す
。
お
楽
し
み
に
。
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本
紙
３
面
で
全
体
の
相
場

動
向
を
少
し
だ
け
説
明
し

た
。本

紙
執
筆
時
点
で
は
、
ま

だ
Ａ
Ａ
デ
ー
タ
は
十
分
と
は

言
え
な
い
が
、
足
元
の
相
場

動
向
を
グ
ラ
フ
等
で
確
認
し

て
お
く
。

成
約
率
が
、
夏
休
み
前
に

比
べ
て
高
く
始
ま
っ
て
い
る

の
が
特
徴
と
言
え
よ
う
。
た

だ
し
、
図
３
を
見
る
と
、
こ

れ
は
例
年
の
動
き
と
同
じ

で
、
成
約
率
の
水
準
は
一
昨

年
と
同
程
度
で
あ
る
。
例
年

と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
今
後
、
９
月
頃
ま
で
は

高
水
準
が
続
き
、
そ
の
後
、

年
末
に
向
け
て
低
下
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

３
面
で
は
高
年
式
の
価
格

が
高
い
と
説
明
し
た
が
、
夏

休
み
後
は
、
そ
の
傾
向
が
表

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
図

４
）。
わ
ず
か
な
変
化
だ
が
、

高
年
式
の
価
格
は
夏
休
み
前

と
同
程
度
の
一
方
で
、
低
年

式
は
下
落
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
図
は
示
し
て
い

な
い
が
、
高
年
式
国
産
車
の

価
格
を
細
か
く
見
る
と
、
当

年
モ
ノ
の
相
場
上
昇
が
夏
休

み
前
に
顕
著
だ
っ
た
。

背
景
と
な
る
新
車
販
売
の

状
況
を
見
る
と
、
新
車
販
売

自
体
が
低
迷
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
（
図
１
）。
２
０
１

９
年
よ
り
は
少
な
い
が
、
こ

の
年
は
、
10
月
の
消
費
税
引

き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要

が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。
今
年

は
、
20
年
〜
22
年
に
比
べ
れ

ば
多
い
。

図
２
で
ト
ヨ
タ
の
発
表
数

値
を
見
る
と
、
国
内
販
売
を

重
視
し
て
い
た
３
月
頃
の
状

況
か
ら
は
変
化
し
て
い
る
。

輸
出
台
数
も
多
い
。
国
内
販

売
と
同
じ
く
、
輸
出
も
重
要

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
内
販
売
の

納
期
が
大
幅
に
短
縮
す
る
こ

と
は
な
く
、
新
車
が
欲
し
い

人
が
数
ヵ
月
待
ち
の
状
況
が

続
い
て
い
る
。
オ
ー
ダ
ー
ス

ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
車
も

多
い
。

そ
の
中
で
、
高
年
式
は
高

値
が
続
い
て
い
る
。た
だ
し
、

新
車
販
売
は
過
去
３
年
に
比

べ
れ
ば
多
い
の
で
、
買
い
替

え
対
象
と
な
る
年
式
の
出
品

は
多
く
、
価
格
下
落
圧
力
が

働
く
こ
と
に
な
る
。

出
品
台
数
の
グ
ラ
フ
を
見

る
と
、
３
年
〜
５
年
落
ち
、

６
年
か
ら
10
年
落
ち
の
出
品

台
数
が
引
き
続
き
多
い
（
図

５
）。ここ

ま
で
、
国
産
車
の
説

明
を
し
た
が
、
図
は
示
さ
な

い
が
、
簡
単
に
、
輸
入
車
に

も
触
れ
て
お
く
。

輸
入
車
市
場
は
国
産
車
と

は
、
ま
た
異
な
る
よ
う
だ
。

出
品
台
数
は
過
去
に
比
べ
て

多
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

国
産
車
と
違
い
、
高
年
式
の

出
品
も
多
い
。

こ
れ
を
反
映
し
て
、
輸
入

車
の
相
場
は
高
年
式
で
も
弱

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
今

後
も
、
年
式
ご
と
に
細
か
く

見
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

図１  国内新車販売台数（登録車）

図２  トヨタ・レクサスの海外輸出比率

図５  国産車の年式別 AA 出品台数 図 4   国産車の年式別 AA 落札平均価格 図３   国産車の年式別 AA 成約率

夏
休
み
後
の
相
場
動
向

成
約
率
は
高
い
が
例
年
通
り
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